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会議の顛末

一般質問（３月１８日）

議長（川上守）

おはようございます。ただいまの出席議員

数は９人です。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

一般質問を行います。順次質問を許します。

８番、中尾理明議員。

議員（中尾理明）

おはようございます。日本共産党の中尾理

明です。傍聴者の皆様、早朝よりお出かけく

ださり、大変ありがとうございます。さて、

今、開かれている通常国会、安倍政権は、野

党の追及と国民の声に誠実に応えようとしな

い、甚だしい国会軽視のやり方に私は本当に

腹立たしい思いを抑えることができません。

その最たるものは、このたびの毎月勤労統

計不正の大問題です。形は変わっていても森

友、加計問題と全く瓜二つの嘘とゴマカシ、

隠ぺいの政権運営であり、狡猾かつ傲慢な手

法は到底許されるものではありません。

もう１つ、今国会で大政治課題として問わ

れているのは、沖縄県名護市辺野古への米軍

新基地建設であります。２月２４日には、新

基地への埋め立ての賛否を問う県民投票が行

われ、反対が７割を超え、反対票は４３万４

千票余り、昨年行われた知事選挙での玉城デ

ニー知事の得票３８万票余りを７万票以上上

回る結果となり、県民の意思がはっきりと示

されました。

しかし、菅官房長官が選挙前に、県民投票

の結果にかかわらず建設を継続するとの発言

を行い、県内外の強い批判を受けていました

が、こともあろうに投票日翌日からも民意を

無視し、臆面もなく工事を続けていることは

決して許すことができません。

この結果を受けて問われた安倍首相は、県

民の世論に寄り添うなどと言いながら、工事

を続けさせていることは重罪です。工事継続

を裏づけるように、３月５日の参議院予算委

員会で立憲民主党の福山議員の質問に対し、

岩屋防衛大臣は、かねて事業は継続を決めて

いた。首相への報告は逐次行っている、了解

をもらっていたと述べたことにも表れている

ように、安倍政権ぐるみで新基地建設を推進

する姿が、改めて浮き彫りになりました。

民意を無視した政権のやり方は、民主主義

を冒涜するものと言わざるを得ません。こう

したアメリカの意に沿う安倍政権の政治姿勢

はあらゆるところに噴き出ており、全国知事

会は、その大本となっている日米地位協定の

見直しを求め、米軍の国民に対するさまざま

な被害の解決を求めていますが、若桜町での

低空飛行訓練も同様であります。

米軍機オスプレイが２月５日、６日と連続

町の上空を往復いたしましたが、このような

事態は異常であり、中止させなければなりま

せん。町民の命と暮らしを守るため、町ぐる

みで日本政府に対し中止の行動を起こすとき

ではないでしょうか。

それでは、通告にしたがって順次質問をさ

せていただきます。最初にお断りいたします

が、質問通告時点では町長の施政方針につい

て伺う予定でしたが、今回は取りやめさせて

いただきます。

最初の質問は、米軍用機オスプレイの町内

低空飛行についてであります。２月５日、６

日の２日連続して米軍用機オスプレイが若桜

上空を低空で飛行し、目撃した人はもちろん、

情報を聞いた人々に大きな衝撃を与えました。

この両日、どのような形の飛行が実行され

たのか伺います。



議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

２月５日、６日の２日連続して米軍用機オ

スプレイが若桜上空を低空飛行し、目撃した

人はもちろん、情報を聞いた人々に大きな衝

撃を与えました。この両日の飛行状況を伺う

とのご質問でございますが。

中尾議員のご質問のとおり、２月５日と６

日、２日連続でオスプレイが本町の上空を飛

行しております。５日は午後２時１１分ごろ

に三倉から氷ノ山方向へ２機飛行しておりま

す。住民からの通報もございましたが、外で

作業をしていた職員も目撃しており、ヘリコ

プターとは異なる音がしたので上空を見上げ

ると、オスプレイが２機飛行していたという

ことでございました。

また、６日は午後３時２４分頃と午後３時

５２分頃の２回、オスプレイがそれぞれ２機

飛行しているのを確認しております。最初は

氷ノ山方向から八頭町方向へ飛行し、その後

同じルートを逆方向から飛んできたというこ

とです。これも職員が確認しておりますし、

住民からも通報がございました。

以上が目撃情報から町が把握しております

飛行状況でございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

先ほども申し上げましたように、米軍機の

低空飛行訓練のブラウンルートとも言われて

おりますけども、コースの１つになっている

この若桜でありますけれども、予想をしてい

た、懸念していたオスプレイの飛行が現実に

行われたということで、非常に大きな問題だ

ろうというふうに思っています。

姿を見ると、ヘリコプターの大きなものの

ようなイメージなんですけれども、過去にア

メリカで、国内の練習飛行のときに事故を起

こしたり、最近では、沖縄での墜落事故とい

うようなことで、非常に危険な飛行物体であ

ると、それが若桜を通過するということは、

本当に腹立たしい状況であります。

先ほど町長の方から飛行の様子をお聞きし

て、私もおおむねそういうふうな飛行がされ

たんだというふうに思っているんですけども、

米軍機の低空飛行訓練は、多くは八頭町方面

っていいますか、先ほどの言葉で言うと、三

倉方面から屋堂羅の上空、氷ノ山方向と、そ

れで、反対に戻ってくるということが多いわ

けですけども、最近は池田方面への飛行も見

受けられる状況ですが、このたびも、池田地

区で目撃されておるのを聞きました。

私が目撃したと聞いたのは岩屋堂、栃原の

辺ですけれども、どっちに行ったんかよくわ

からんというようなことで、仮に２日目の２

月６日だとすると、１５時５２分に町中での

目撃された鬼ヶ城跡ですね、すれすれに飛ん

でいましたけれども、池田方面に向かって兵

庫県波賀町方面に、宍粟市ですか、飛び去っ

たんじゃないかと推測しておるところです。

それで、関連して申し上げますけども、２

月４日に沖縄の嘉手納基地へ前触れなくオス

プレイ、ＣＶオスプレイだと思いますけれど

も、やってきて翌日の２月５日に発ったと、

これは、ＣＶ２２っていうのは、横田基地配

備のオスプレイでありまして、その帰りがけ

に若桜町を通過したんじゃないかと私は推測

しておるところであります。本当に、いずれ

にしても、許すことはできません。

次に、私をはじめ、少なからず町民が、以

前からオスプレイの若桜上空での低空飛行を

懸念しておりましたが、今回の飛行は、全町

民の安心安全な暮らしを著しく脅かすもので

す。２０１６年１２月には、普天間基地配備

のオスプレイが訓練中に墜落する重大事故を

起こしたことは記憶に新しいことです。



町民に重大な危険をもたらす可能性のある

今回の事態について、町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

オスプレイが訓練中に墜落する重大事故を

起こしたことは記憶に新しい、町民に重大な

危険をもたらす可能性のある今回の事態につ

いて、町長の所見を伺うとのご質問でござい

ますが。

これまで、米軍機と見られる低空飛行に関

しましては、美保防衛事務所に問い合わせを

行い、あわせて、鳥取県地域振興課へも情報

提供を行ってきております。住民の安全・安

心な生活を営めるよう努めることが、行政の

役割でございます。住民生活に影響のある飛

行訓練等につきましては、今後も中止と安全

管理の徹底を、さまざまな機会を捉えて国や

県に要望してまいりたいというふうに思って

おるところでございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

オスプレイに対しましては、この若桜町議

会においても、平成２４年９月議会で、オス

プレイの配備と低空飛行訓練の中止を議決し、

国へ意見書を提出したことを、私たち議員は

忘れてはならないと思いますし、町長も議会

の意思を尊重し、オスプレイの若桜上空の飛

行中止に頑張っていただきたいと思っていま

す。

また、米軍機の低空飛行訓練に対しては、

平成７年に起こされた、沖縄の米軍兵士によ

る少女暴行事件に抗議するとともに、日米地

位協定の見直しを求めることとあわせ、低空

飛行訓練中止を求める、国への意見書を採択

いたしました。それを受けて、当時の盛田町

長は、隣の旧八東町山根町長とともに、今の

外務大臣の父に当たる河野洋平外務大臣に直

接要請された経緯があります。

これは、いまだ中止につながってないこと

に大変な憤りを感じますが、改めさせなけれ

ばなりません。このままの状態で私たちが諦

めてしまったら、思う壺にはまります。諦め

ることなく引き続き中止せよと声を挙げてい

くことが必要ではないかと思いますが、もう

一度町長の所見をお伺いします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

先ほども答弁させていただきましたけど、

やはり住民の生活・安全を守るというのは行

政の責務でございますので、引き続き国や県

には強く要望の方をしてまいりたいというふ

うに思っております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

米軍は相次ぐオスプレイの事故について、

いつも操縦士の操作ミスだというような説明

を繰り返しておりますけれども、私は学者・

識者が指摘しているように、オスプレイの機

体自体に致命的欠陥があると考えております。

いまだに事故が続くオスプレイについて、未

亡人製造器と揶揄されているのは当然です。

そして、あってはならないこととして、若

桜上空を飛行する防災ヘリ、ドクターヘリと

の衝突事故というものは絶対発生させてはな

らないと考えます。

質問の最後です。危険なオスプレイの低空

飛行は絶対繰り返させてはならないと考えま

す。そのために町村会でも、これまで小林前



町長を中心に取り組んできていただきました

けれども、米軍機による低空飛行訓練中止と

同様に、国に対してオスプレイの飛行をやめ

るよう求めるべきだと考えますが、町長の所

見を伺います。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

これまでの米軍機の低空飛行訓練と同様、

国に対し、オスプレイの飛行をやめるよう求

めるべきだと考えるが、町長の所見を伺うと

のご質問でございますが。

先ほども述べましたが、これまで米軍機と

見られる低空飛行に関しましては、美保防衛

事務所に問い合わせを行い、あわせて鳥取県

へも情報提供を行っております。

このたびのオスプレイが飛行したときも、

米軍機と見られる低空飛行と同様に、美保防

衛事務所に問い合わせを行い、鳥取県へも情

報提供を行っております。美保防衛事務所は、

中四国防衛局を通じて米軍へ問い合わせをし

ておりますが、今日まで回答のほうはまだい

ただいておりません。

先ほどもさまざまな機会を捉えて要望して

まいりたいと述べさせていただきましたが、

本町におきましては、県の町村会が行う県政

要望で要望しておりますし、今後も、引き続

き要望をしてまいりたいと思っておるところ

でございます。

１１月に開催されました全国町村長大会の

中でも、外務省と防衛省に正確な把握であっ

たり、的確な情報提供等適切な対応をするよ

う要望活動のほうをさせていただいておりま

す。また、県におかれましては、県独自で要

望するほか、全国知事会や中国地方知事会で

も要請を行っていただいております。

このたびはじて本町の上空をオスプレイが

飛行をしましたので、従来から行っておりま

す要望に加えまして、この件も加えて要望を

してまいりたいというふうに思っておるとこ

ろでございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

ぜひそういう方向での強い、若桜町におけ

る町民を代表しての町長の行動を強く望むも

のです。

最後に、本国会で穀田恵二衆議院議員が、

１９７５年４月３０日に、日米合同委員会で

米軍航空機の行動に関する情報の非公開につ

いての密約が交わされていたことを暴露し、

河野太郎外務大臣、石井国交大臣がそれを認

めました。これがもとで今の米軍機が沖縄を

はじめ我が町も含め、日本の空を傍若無人の

低空飛行を続けていることが非常に問題であ

ります。

全国知事会は昨年７月、全会一致で日米知

事協定の抜本的見直しを求める提言を決め、

米軍機の訓練ルートや時期の事前の情報提供

を求めました。私はこれに大いに賛同すると

ともに、その実現を望むものです。

同時に、日米地位協定があり、その密約が

あるから米軍用機が日本国民、若桜町民を脅

かし続けていることを決して容認できません。

町長には米軍の低空飛行、とりわけ今回全く

突然に訪れたオスプレイの危険な飛行に対し

て直ちに中止するようその先頭に立ってほし

いと考えます。

何度も同じようなことを言ってすいません。

次の質問に移らせていただきます。国民健康

保険と後期高齢者医療についてであります。

その１つ、若桜町国民健康保険事業特別会

計については、国保県統一化に伴い、平成３

０年度から県への納付金を支出するようにな

りました。そして、総事業費から各種交付金

等を除いた額を捻出するため、町民に対する



国保税が設定されているものと理解していま

す。

一方、鳥取県が作成した平成２７年１０月

２５日の資料によると、一部の市町村におい

ては、保険料で集めるべき額が上昇する可能

性があることから、披保険者への影響を考慮

して、新年度への円滑な移行のために激変緩

和措置を講じるとされています。

平成３０年度も残り少なくなってまいりま

したが、本年度特別会計の中に激変緩和措置

が講じられているのか、また、３１年度、来

年度特別会計予算編成に、この措置を想定さ

れているのかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

国民健康保険事業について、今年度激変緩

和措置を講じたのか、また、新年度予算編成

において、この措置を想定しているのか伺い

ますとのご質問でございますが。

まず、国民健康保険税、いわゆる国保税に

つきましては、「総事業費から各種交付金など

を除いた額を捻出するために設定するもの」

とのことですが、制度上、事業費に対する各

種交付金等、町費及び国保税の基本的な財源

割合は決まっており、「捻出するために設定す

るもの」といたしましては、被保険者の負担

軽減を図るため、本来負担すべき国保税額を

抑えた場合などに生じる不足額を賄うための

財源であることを、まずはご理解をいただき

たく思います。

さて、ご質問の激変緩和措置についてでご

ざいますが、中尾議員ご指摘のとおり、今般

の国保制度改正により、納付金方式が導入さ

れたことに伴う措置であり、算定年度におけ

る、試算した１人当たりの保険料額と、起点

となる年度の１人当たりの保険料額を比較し

て、その上昇割合が、県の定める一定割合を

超過する市町村に対し、調整交付金や県が積

み立てている特例基金を最大限活用し、その

上昇を可能な限り緩和するもので、平成３０

年度から３５年度までの６年間に限り実施さ

れるものでございます。

本町における激変緩和に係る算定額は、平

成３０年度に約５９０万円、平成３１年度で

は約１,１４０万円となっております。これら

の額につきましては、直接交付されるもので

はなく、県へ支払う納付金から減額されるも

のであるため、歳入科目として表には出てま

いりませんが、歳出科目である納付金につい

ては、激変緩和措置を想定し、減算後の額を

計上させていただいているところでございま

す。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

先ほど町長が詳しく述べられましたけども、

３０年度は５９０万円余りですか、それから

３１年度が、来年度１,１４０万円想定して予

算編成をされているということで、町民にと

ってはこの激変緩和措置が大変ありがたい内

容になっているというふうに再確認させてい

ただきました。

しかし、６年間という期限つきであります。

その後、本当にこの国保の会計、このままで

推移するだろうかと、そういう不安がたくさ

んあるというふうに思うんです。そのために

は、もう再三再四、小林前町長のときの一般

質問のやりとりと同様、たしか去年の３月議

会などで矢部町長ともやりとりしたと思うん

ですけども、やはり、法定外の一般会計繰入

の課題というのは、やっぱり避けられないだ

ろうと、それはやっぱり執行部での考え、町

民に理解していただけるような取り組みを含

めて、やられることが大事だろうというふう

に思います。



２番目の質問です。高すぎるといわれる保

険料・税を是正しようと、全国知事会は、平

成２６年に協会けんぽ並みに税率を引き下げ

るよう国に求めています。町民の皆さんから

は、若桜町の国保税は高い、引き下げてほし

い、こういう切実な声があります。

今、移住定住の取り組みが進みつつある中、

さらに促進する施策として、税を引き下げる

べきであると考えます。昨年３月定例会で同

様な質問を行い、答弁していただきましたが、

改めて町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

移住定住をさらに促進する施策として、国

保税を引き下げるべきと考えるが、改めて町

長の所見を伺うとのご質問でございますが。

昨年３月定例会において、中尾議員より「世

帯当たり１万円の国保税の引き下げを行う特

別措置を講じては」とのご提案をいただいた

ものと記憶しております。その際、国保税を

引き下げるために、健診等の受診率を上げ、

疾病の早期発見・早期治療により重症化を予

防するとともに、関係機関と連携し、保健事

業の充実を図り、医療費の適正化に努める旨

答弁させていただいており、現状では、国保

税の引き下げは困難であるとの考えは何ら変

わるものではございません。

何とか、その健康であるという、健康づく

りという点で、やはりその施策の方を進めさ

せていただきたいというふうに思っておると

ころでございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

健康予防、健康づくり、こういうことが大

事であるということは、前町長の小林町長時

代に、「健康づくり条例」を制定した若桜が先

進的にやっていることの１つで、それが効果

を上げていくことは、大変有効だろうと思い

ますし、成果を望んでおりますけれども、か

といって、それだけで国保会計、国保の給付

金の支給ですか、そういうものが劇的に変化

するというふうには想定されませんし、今後、

高齢の方が、相対的に高齢な方が多い国保財

政において、医療費が劇的に変化するという

ことは想定しにくいというふうに思います。

全国知事会でも、先ほど言いましたように

取り組みをされております。２０１６年まで

１兆円の公費投入で協会けんぽ並みの保険料

にすること、均等割の見直しを国に求めてこ

られました。

前全国知事会社会保障常任委員長の栃木県

福田知事は、国保の保険料負担は大きな問題

です。私は子どもが増えるほど保険料負担が

増えるのは少子化対策とも矛盾すると、国の

公費拡充を求めているとおっしゃっています。

子どもの均等割免除の具体例として、東京清

瀬市は平成３０年度、第２子以降の子どもの

均等割を半額にする減免制度を始めています。

その財源は、一般会計からの繰り入れと推測

します。これは、子どもの均等割減免という

形の一般会計繰入であります。

町長は、子育て支援の１つの積極的施策と

して、子どもの均等割減免を考えられないで

しょうか、お伺いします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

先ほど中尾議員より、子どもの均等割の負

担軽減についてのご質問をいただきましたが、

やはり、まずは子どもの減免措置というのを

考える前に、先ほどもございました、国への

公費の拡充の要望というのもやはり必要だと



思います。

国保税の財源確保をどうしていくのかって

いうのが一番の大きな課題でございまして、

あわせまして、子どもの均等割減免につきま

しても、単町だけで向かうのってかなり財源

的にも厳しい部分もございますので、県知事

の方にも、また要望の方はしていきたいとは

思っておりますけど。

やはり、先ほど申しましたように、健康長

寿の町をつくっていくという取り組み、それ

で、若桜の場合は肝がん検診とか、本当にこ

れは鳥取県の中で若桜だけの取り組みでござ

いますし、その健診の受診率を上げていくと

いうことも、やはり大切なことだと思います

ので、あわせて、そちらのほうも一生懸命取

り組んでまいりたいと思います。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

そういう町長の心強い答弁をいただけまし

た。一つがんばっていただくようにお願いし

ます。この質問の３つ目であります。

今、政府関係審議会の検討を受けた形で、

厚労省は、後期高齢者医療の窓口負担を１割

から２割へと引き上げようとしています。７

５歳以上の高齢者に多大な負担を強いるもの

となることは間違いありません。そのことに

ついて、町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

厚生労働省が、高齢者医療の窓口負担を１

割から２割へ引き上げようとしていることに

ついて、町長の所見を伺うとのご質問でござ

いますが。

平成２７年６月３０日に閣議決定されまし

た「経済財政運営と改革の基本方針２０１５」

では、世代間、世代内の負担の公平を図り、

負担能力に応じた負担を求める観点から、医

療保険における高額療養費制度や後期高齢者

の窓口負担のあり方について検討する、とさ

れており、経済財政諮問会議で決定した「経

済・財政再生計画 改革工程表」では、関係審

議会等で検討し、本年度末までに結論を出す

よう示されております。

現在、国において、財務省、厚生労働省そ

れぞれの審議会で検討されており、財政制度

等審議会 財政制度分科会では、「窓口負担の

引き上げ」との意見となっているようでござ

います。

一方、厚生労働省の社会保障審議会 医療保

険部会では、委員の所属母体それぞれの立場

で議論は平行線をたどっており、平成３０年

１０月２０日付の国保新聞では、「取りまとめ

でも両論併記となる公算が大きく、負担のあ

り方の本格的な議論は、夏の参議院議員選挙

以降となる見通しである」旨、報じておりま

す。

また、昨年６月１５日に閣議決定されまし

た「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」

では、団塊の世代が７５歳に入り始める２０

２２年度の前までの２０１９年度から２０２

１年度を「基盤強化期間」と位置づけ、「２０

２０年度に、給付と負担のあり方を含め、社

会保障の総合的かつ重点的に取り組むべき政

策を取りまとめる」とされております。

このように、後期高齢者の窓口負担のあり

方については、世代間の公平性や制度の持続

可能性の観点から議論が進められるものと認

識しておりまして、今後の検討状況を注視し

ていきたいというふうに思っているところで

ございます。

また、拠出金の負担が限界に達していると

いうのも事実でございます。それで、できれ

ば高齢者の負担が増えることがないような施

策を望んでおりますけども、やはり今後、国



の方で、その点についても協議が進められる

というふうに思っております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

町長の答弁の中で、政府の中の関係審議会、

協議会等で１つにまとまらない状況が述べら

れましたけども、全国医師会や全国老人クラ

ブなどでは、それも全員一致ではないかもわ

かりませんけども、出席される委員の方を中

心に反対意見が述べられておるというふうに

聞いております。

私事ですけども、昨年病気で一月入院いた

しました。ありがたい高額医療費の限度額以

内、限度額で助かりましたけれども、改めて

思ったのは、１食４６０円の食費の保険外負

担、これ本当に大きいものがあるなと、私が

医療機関に勤めた当時は、食費は保険給付の

範囲内でありまして、食事そのものが医療で

あるという位置づけであったのが、段々と外

されていったという経緯があります。

給付と負担のことを審議されるというのは

ある意味では当然なのかもしれませんけれど

も、一方で、社会保障か、軍事費か、大企業

か、社会保障かという議論もあります。やは

り本当に、今の防衛費、軍事費がこのまま上

がり続けていいのか、大企業はリーマンショ

ック以来の大きな利益を確保しているのに、

一方の働く人は実際、実質賃金が低下の一途

をたどっておるという、今の現実も踏まえて

いただきまして、町の責任者として町長の御

尽力を重ねてお願いするものであります。

この質問の最後です。しんぶん赤旗の昨年

１２月１５日付の記事では、厚労省は、これ

から高齢者医療広域連合の保健事業を市町村

に担わせる方針であると伝えています。人生

１００年時代、私は７５歳以上の高齢者の保

健、介護予防強化のため、体全体の状態を正

確に把握し、病気の早期発見・早期治療につ

ながることができる人間ドックを、町の制度

として創設すべきではないかと考えますが、

町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

７５歳以上の高齢者の保健、介護予防強化

のため、人間ドックを町の制度として創設す

べきではないかと考えるが、町長の所見を伺

うとのご質問でございますが。

今、国会で「医療保険制度の適正かつ効率

的な運営を図るための健康保険法等の一部を

改正する法律案」が審議されております。そ

の中で、高齢者の保健事業を市町村が介護保

険の地域支援事業等と一体的に実施すること

ができるよう、国・後期高齢者医療広域連合・

市町村の役割等について定めるとともに、市

町村等において各高齢者の医療・健診・介護

情報を一括して把握できるよう規定が整備さ

れます。

国が策定する「高齢者保健事業に関する指

針」に盛り込むべき事項が新たに定められる

こととされており、施行日である平成３２年

４月１日以降は、その指針に基づき保健事業

を実施することとなるものと考えております。

さて、人間ドック事業についてでございま

すが、現在は、国保会計においては被保険者

を対象に、一般会計の健康増進事業において、

協会けんぽなどの被用者保険の被扶養者に対

して実施しておりますが、中尾議員ご指摘の

とおり、後期高齢者医療の被保険者は対象と

しておりません。

これは、通常の高齢者健康診査を町内医療

機関で受ける場合、胃カメラ検診、肺がん検

診、大腸がん検診、隔年ではありますが、肝

臓超音波検診を希望すれば同日に受けること

ができることとしており、検診項目は人間ド



ックとほぼ同等であり、また、自己負担額は

胃カメラ検診の２,０００円のみで、国保ドッ

クの自己負担額の８,０００円と比べ安価と

なっております。

このような状況の中、高齢者の利便性や経

済的負担を考えた場合、現行の高齢者健康診

査と同時に各種がん検診等を実施したほうが

有利ではないかというふうに考えております。

よって、７５歳以上を対象とした人間ドッ

ク制度の導入を考えるのではなく、健診受診

率の向上に努めてまいりたいというふうに考

えておるところでございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

７５歳以上の人間ドックについて、現状で

はすることはできないということをおっしゃ

ったと思うんですけども、その前段で、老人

の健康診断、各種がん検診を組み合わせてと

いう、今の保健センターの考え方を否定する

どころか私は評価しております。

それで、なぜ７５歳以上かということを言

わないといけんと思うんですけども、先ほど

も言いましたように、やっぱり健康なお年寄

りの方も多くありましたし、早く見つければ

早く治すことができるというのが、ドックと

いいませんけれども、そういう健診の役割だ

ろうと。

それで、人間ドックは半日で全ての検診項

目が実施できるというメリットがあるという

ふうに思います。制度に関連してですけども、

後期高齢者の人間ドックについては、厚労省

が平成２１年１０月２６日に広域連合事務局

長宛てに通知、長寿健康増進事業における人

間ドックの費用助成についてを出しておりま

す。

７５歳未満は受診できるが、７５歳以上は

受診できなくなった等のご批判を踏まえ、平

成２０年７月より、後期高齢者医療制度の被

保険者を対象に、人間ドックの自己負担分を

除く費用の全額を長寿健康増進事業特別調整

交付金としたところですが、市町村への周知

が充分に図られていないこともあり、人間ド

ックの助成事業は再開される市町村が少ない

状況にあります。次年度実施に向けた検討を

要請していただきますようお願いいたします

ということで、実施促進を求めた厚労省通知

が出されていることも認識していただきまし

て、前向きな取り組みを期待するものであり

ます。

現状ではとても無理だということなんです

けど、今後の話として取り組みを要請するも

のです。県内では日吉津村が８０歳まで実施

されておるということをご紹介しておきます。

最後の質問は、夜間の移動手段タクシーに

ついてであります。若桜町からタクシー会社

が撤退してから随分、時が経ちました。夜間

タクシーを、仮に郡家の日交鳥取タクシーを

呼ぼうとしても、会社によると現在１８時３

０分を過ぎると夕方の６時半ですね、原則鳥

取からの配車となるとのことであります。

しかし、すぐに対応できる保障はなく、加

えて若桜に来るまでの時間がかかります。急

用などで利用したいとき、特に困るのは急病

であっても救急車の利用を躊躇する場合であ

ります。議会報告会でもこうしたときの鳥取

方面への移動手段への不安の声が上がってお

ります。町外、とりわけ鳥取方面のタクシー

について町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

鳥取方面への移動手段に不安の声が上がっ

ており、とりわけ鳥取方面への移動手段につ

いて、町長の所見を伺うとのご質問でござい

ますが。



ご質問にございますとおり、夜間、特に急

病などの場合においての交通手段を懸念する

ところでございます。鳥取方面からタクシー

を呼ぶにしても、時間がかかり過ぎてしまい、

他の交通手段もなく、救急車を利用するしか

ないのが今の現状でございます。

これらを解決するためには、タクシー運営、

コミュニティタクシーなどの新たな体制つく

りが必要と考えますが、若桜町で夜間タクシ

ーを運行することについて、運営の問題や費

用対効果など大変困難であると考えておりま

すし、コミュニティタクシーにつきましても、

運転手の確保や運行形態等を整備していく必

要がございます。

このことにつきましては、当然、若桜町だ

けでなく、中山間地においては本当に大きな

課題であるということは認識をしておるとこ

ろでございます。緊急を要する場合の交通手

段の確保等、安心して暮らせる町にしていく

ために必要なことであることは充分認識して

おりますので、今後の公共交通を検討する上

で、ぜひ協議はしていきたいというふうに思

っております。

それで、八東町の例を見ても、ご存じのと

おり、なかなかすぐに実現するというのは大

変難しいことだとは思いますが、やはりこれ

は、住民の生活を守る上で大変必要であるこ

とというふうに認識しておりますので、協議

のほうは進めさせていただきたいと思ってお

ります。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

町長に丁寧なご答弁をいただきまして意を

強くしたところであります。四方山話的にな

るんですけれども、議会報告会を前後して、

こういう町民の声が、先ほど言いましたよう

に、町民の声が上がったことは事実です。

それで、その後ちょっと町民の方と話すと

きがありまして、自分は高齢でもあるし、い

つ何時状態が変化、体の状態が変化するかわ

からないと、それで、多少アルコールもやら

れるんでしょう、いざというときに鳥取まで

出ていただける方を、自分は見つけたけども、

他の方はどうかいなあ、というような話をし

た経緯があります。

先ほど１カ月入院をしたと私、言いました

けども、その時は、まさに先ほど通告にあり

ましたように躊躇した一人であります。駆け

込んだら思いもかけない病気が見つかって一

月入院ということであります。

それで、提案ですから聞いていただければ

いいんですけども、鳥取市以外の山間部では

若桜町同様の夜間のタクシー要望は強いもの

と思われます。麒麟のまち構想に全面賛成で

はありませんが、連携を強める大きな課題と

して、積極的に進められるべきではないかと

考えますけども、町長、感想程度に所見をい

ただけるでしょうか。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

中尾議員さんもご存じのとおり、今の道路

交通法の中で、できる範囲というのがデマン

ド型交通であったり、あとは過疎地有償、そ

れから福祉有償という中で考えております。

今現在、道路運送法が改正される予定になっ

ておりまして、今後、白タク、今で言う白タ

クでございます。それが合法化されるような

取り組みが今、法の改正が進んでおるところ

でございます。

当然、先ほど申しましたように、若桜町だ

けでなく八頭町もそうですし、岩美町もそう

でございます。やはり麒麟のまちと香美町も

皆さん一緒なんですけども、一緒になってや

はり考える取り組みというものは必要でござ



います。ただ、どうしても会社、一企業が入

ってまいりますと、かなり難しい部分という

のもございまして、収益の問題がございます。

また、人の確保の問題、運転手の確保の問

題というのもございますので、やはり、町独

自のものもやはり考えて行く必要があるなと

今、考えておりまして、今月末にでも国交省

のほうにちょっと出向いて行って、ちょっと

相談してきたいなというふうに思っていると

ころでございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

以上で、質問を終わります。ありがとうご

ざいました。

議長（川上守）

続いて一般質問を許します。１番、梶原明

議員。

議員（梶原明）

皆様こんにちは。１番、梶原明です。傍聴

においでいただいた皆様、インターネットで

ご視聴の皆様、ありがとうございます。先日、

会派の届けが出されました。若桜町議会自民

党桜会です。私も会派メンバーの一人として

先輩議員のご指導をいただきながら、議会や

議員活動に励みたいと思っています。

２月２日、県選出国会議員４氏の合同新春

懇談会に初めて出席し、先生方と間近にお話

ができ興奮をいたしました。その後、何人か

の先輩議員と一緒に鳥取市議会の皆様の所に

行き、先輩議員が深々と頭を下げられ、若桜

鉄道にＳＬを走らせたい、力を貸してほしい

と矢部町長も福田県議も、また藤縄鳥取商工

会会頭、八頭町議員も数人来られ、東部の観

光、経済効果を生み出す核として、若桜鉄道

にＳＬを走らせることを進めようと盛上りま

した。

議員もいろいろと活躍する場面があること

を知りました。議員になって１年が経ちまし

た。さらに若桜町のために何がしたいのか、

何をしなければならないのか、考えることも

多くなりました。先輩議員を手本に日々成長

したいと思っております。

本日は、２つの項目について質問をしてま

いります。まず、若桜町公式ホームページに

ついて、現在、若桜町は公式ホームページ、

以下ホームページと言わせていただきます。

ＨＰです。すいません。を作成され運用をさ

れています。現在のホームページでは、町民

に向けて各種申請、届出手続きの方法等提供

されていますが、申請書は印刷できても手続

きは平日の日中に役場へ出向かないとできな

いものがほとんどです。

仕事を持つ住民でも平日の夜間、休日でも

申請届け出ができるものとして、鳥取県では

鳥取電子サービスが提供されています。それ

を利用して、鳥取市や八頭町、智頭町でも電

子申請サービスの提供が開始されています。

若桜町でも、町民の利便のためにも電子申請

の導入を検討をされてはと思いますが、所見

をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

町民の利便のため、夜間・休日でも申請、

届け出ができる電子申請サービスの導入を検

討をされてはと思うが、町長の所見を伺うと

のご質問でございますが。

ご質問の中で触れられました、「とっとり電

子申請サービス」でございますが、これは、

鳥取県と県内市町村が共同で設立いたしまし

た「鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会」

が運営しております電子申請サービスで、イ

ンターネットを通じて、会社や自宅のパソコ



ン、スマートフォンなどから行政手続きが可

能となるものでございます。

このサービスの運用に当たっては、「条例等

により、書面で行うこととされている申請等

についても、電子申請によることができる」

旨規定した「行政手続き等における情報通信

の技術の利用に関する条例」を制定している

ところでありますが、梶原議員ご指摘のとお

り、本町においてはまだ利用しておりません。

現在、担当課に対して、電子申請による手

続きが可能な業務を各課に紹介すること、ま

た、先行して実施している他市町村の利用状

況等を確認するよう指示するなど、必要か否

かを含め、検討を進めているところでござい

ます。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

ＩＣＴ関係、これから検討なされていると

いうことでございます。内容等につきまして

は、これから検討をされるということであり

ます。やはり町民の利便というところを中心

に考えて進めていただきたいと思います。

では、次へまいらせていただきます。ホー

ムページは更新してこそ情報が提供できるも

のであります。昨年４月頃、ゴミ収集日程や

役場の機構図はいつ更新されるかなど、町民

の方々から尋ねられることがありました。昨

年の７月豪雨の際には、テレビでは情報が流

れるが、町のホームページでは災害情報など

必要とする情報がわからないなどの意見が町

民をはじめ、同僚議員からも出ました。

町のホームページは町民をはじめ、閲覧者

にとっての信用ある貴重な情報源であり、い

ち早く更新をして情報提供をするため、新た

な運用のルールをつくり、各課に更新を任す

のではなく、ホームページを専門的に管理す

る担当を配置するなどの必要があると思いま

すが、所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

ホームページ更新の新たな運用ルールをつ

くり、各課に更新を任すのではなく、ホーム

ページを専門的に管理する担当を配置する等

の必要があると思うが、町長の所見を伺うと

のご質問でございますが。

若桜町では、若桜町情報化推進委員会をつ

くり、委員として各課より代表者８名を招集

し、本町の情報化施策等についての調査検討、

総合調整及び決定を行うことにより情報化の

効率化を実施しております。

また、ホームページ更新を含めた情報発信

につきましては、情報担当課が集約すること

なく、各課及び担当それぞれが行うことによ

り、情報発信の速度を高める取組みを実施し

ております。

しかしながら、一部の掲載内容において古

い情報のまま掲載されていたこと、また、緊

急時など速やかな情報提供ができていなかっ

たことにつきましては、遺憾に思うところで

ございます。現在においては、掲載内容の見

直しを進めており、また、災害情報につきま

しては、７月豪雨の対応も踏まえ、総務課を

中心に情報集約を行い、ふるさと創生課にお

いて、ＩＰにより時系列等により情報提供を

することとしております。

新たな運用方法や専門的に管理する担当の

配置につきましては、今の体制の中でしっか

り運営していくことが一番であると考えてお

り、現在は考えておりませんが、改めて情報

提供の重要性を再確認するとともに、迅速な

情報提供を行ってまいり、最新の情報を町民

の皆様にお届けしていきたいと考えておりま

す。



議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

いろんな見直しも情報提供に対する見直し

もなされているという、それで担当がそうい

う、担当部署が新たな情報提供をしていくと

いう改善点を説明していただきましてありが

とうございます。こういう情報というのは、

やっぱり求められる側という者の気持ちにな

ってやっていただきたいと思います。

次へまいります。若桜町ホームページのト

ップページには、数々の関係団体のリンクが

張り付けられています。ホームページ開設に

はかなり経費もかかっていますが、せっかく

のホームページも活用されなければもったい

ないと感じております。

専門員がおられるので、関係団体へのホー

ムページ更新などの指導をされてはと考えま

す。所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

ホームページ内のリンク先である関係団体

へ、ホームページ更新等の指導をされてはと

考えるが、町長の所見を伺うとのご質問でご

ざいますが。

現在の若桜町のホームページには、各施設

や関係団体のバナーを１７か所リンクしてお

りますが、各関係団体の掲載内容や更新頻度

等については管轄外であり、町として現在は

指導をしておりません。しかしながら、更新

がとどこっている関係団体につきましては、

これまで以上に連携することで更新を促して

まいりたいと考えております。

やはり、町に限らず各種団体が情報提供を

していくというのは、大変大切なことでござ

います。その中でやはり関係団体が連携会議

等開きまして、その中でお互いがお互いのホ

ームページについて意見交換ができるという

ような環境をぜひ整えてまいりたいというふ

うに思います。

また、今、若桜町におります情報化専門員

につきましては、ホームページついてはあま

り詳しくございませんので、この専門員とし

てそのホームページの指導というのはちょっ

とかなり難しいかなと思っているところでご

ざいます。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

連携会議等で意見交換、これはいいことだ

なと私は思います。やはりこの連携ができて

いくことで、若桜町のホームページだけでは

なく、ほかの関係団体のホームページが生き

てくるような、そのような状態になっていた

だきたいと思いますし、現在のところは指導

員というか、専門員の方がまだまだ指導でき

る状況ではないということを確認させていた

だきました。

では、次へまいります。若桜町移住観光Ｐ

Ｒ動画は、ホームページの新着情報以外にＹ

ｏｕＴｕｂｅの動画にリンクされたページは

ありませんでした。せっかく町が経費をかけ

て制作した動画のリンクを、なぜホームペー

ジのトップなど閲覧者の目に留まりやすいと

ころに置かないのか、不思議に思いました。

所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

若桜町移住観光ＰＲ動画を、若桜町ホーム

ページのトップなど閲覧者の目に留まりやす

いとこに置かないのか、町長の所見を伺うと



のご質問でございますが。

現在は、動画本体を外部サイトに掲載し、

新着画面からＵＲＬとしてリンクさせ、閲覧

可能としておるところでございます。理由と

いたしましては、若桜町ホームページのトッ

プページ画面の構成につきまして、現在のレ

イアウトから変更する必要があり、そのため

別途費用が発生いたします。

また、何か知りたいことを検索する場合、

「若桜町ＰＲ動画」などと検索することが一

般的であり、そのように検索した場合、直接

必要なページにつながりますし、トップペー

ジにも情報公開できる制限があるため、情報

の全てを網羅することは困難であると考えて

おります。

しかしながら、本当に必要な情報であれば

ホームページのトップページでお知らせすべ

きであり、レイアウトにつきましては、改め

て検討をする必要があると考えております。

また、動画につきましては、やはりアクセス

件数や検索件数を考えますと、ユーチューブ

の活用も効果的であるというふうに考えてお

りますので、こちらのほうについても掲載す

るように進めてまいりたいと考えております。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

ホームページ閲覧者に見せたい・発信した

いものは見やすい所に見やすく配置していた

だきたいと思います。ホームページのレイア

ウトも検討なされるということですので、必

要なことはしていただきたいと思います。同

じような関係になりますが次にまいります。

「フレッツ光マイタウン」ですが、通信速

度がさらに高められた「フレッツ光マイタウ

ンネクストファミリー・スーパーハイスピー

ドタイプ隼」が、平成３０年４月２６日から

提供されていますが、若桜町ホームページを

閲覧しても情報が出てきません。町民への告

知はされたのかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

「フレッツ光マイタウンネクストファミリ

ー・スーパーハイスピードタイプ隼」が平成

３０年４月２６日から提供されておりますが、

町民への告知はされたのか伺いますとのご質

問でございますが。

新しく提供されたプランは平成３０年、先

ほど申しましたとおり４月２６日から使用で

きるようになっております。従来の通信速度

２００メガｂｐｓから１ギガｂｐｓへ速度が

向上し、現在のご利用料金や町からの貸出機

器の変更なくご利用できるものとなっており

ます。

しかし、契約変更した場合は、ＮＴＴに対

する工事料金として約３,０００円の個人負

担が発生します。さらには、各個人で契約さ

れておられますプロバイダーによっては、互

換性の確認が必要となり、契約者自身で対応

していただく必要もございます。

また、プラン上では通信速度が約５倍向上

となりますが、実行速度としては従来のプラ

ンと体感的に変わりなく、かつ、特定の企業

である商品の斡旋となりますので、ホームペ

ージ上での掲載することを控えておったとこ

ろでございますが、しかしながら、情報提供

という形で平成３０年４月２３日から５月３

１日までの間、ＩＰ告知放送で情報公開し、

現在まで約２０名の方が契約変更されておる

ところでございます。

ただ、また来年には今度は５Ｇという運用

が始まります。これはもうかなり今のインタ

ーネット環境と全く違った環境になってまい

ります。ＩｏＴ技術も一緒に進むことにより

まして、今までのインターネット通信の概念



というものが大きく変わってくるんではない

かというふうに期待しておりますので、今の

町のインターネット環境、光ファイバーを使

いました環境、それでどこまで活用できるの

かっていうのは検討してまいりたい。それで、

できるだけ早く５Ｇに対応したインターネッ

ト環境整備もやっていきたいと思っておりま

す。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

このたびの表示がなされてないっていうと

ころといいますか、告知はあったということ

の確認ができましたが、やはり見られなかっ

た所、また調べたい所、インターネットで検

索すればというところもあるんですが、何と

か備忘録的かもしれませんけれども、ホーム

ページに残してもらえればと考えて質問させ

ていただきました。

次へまいります。全国広報コンクールや、

近年の注目される地方行政のホームページを

見ますと、戦略的な地域情報の発信による集

客や、知名度の向上に加えて、タブレット端

末やスマートフォンなど機器を選ばない操作

性の向上など、いろんなものが盛り込まれた

わかりづらい自治体サイトからの脱却を盛り

込みながら、見てもらえる、利用してもらえ

る、使いやすいホームページがなされている

ように思います。

若桜町ホームページや観光協会ホームペー

ジなど閲覧しました。多言語化はグーグルの

翻訳ソフトをホームページトップに埋め込む

など、インバウンド対策は始まっているのか

なと思いましたが、まだまだ十分ではないの

かなというところも思わしていただきました。

平成３０年６月に、全国の地方自治体観光団

体などを対象に株式会社ＭＯＶっていうとこ

ろが運営します訪日ラボが、地方のインバウ

ンド対策意識調査の結果を発表されていまし

た。調査結果においては、インバウンド対策

をやったことがあると回答した自治体が

80％以上を占めておりました。そして今まで

実施したインバウンド対策の種類に対して、

上位１０位なども公開されていました。

若桜町でも既に対応しているものもありま

すが、これからまだまだやらなければならな

いことがあるように思いました。外国人観光

客の情報源といたしましては、ツイッターや

インスタグラム、若桜町も活用しているフェ

イスブックなどＳＮＳの存在が欠かせません。

観光面での戦略的なＰＲを含めたインバウ

ンド対策など、ホームページを活用しながら、

積極的な展開改善を今後どのような方法で行

っていかれるのか、町長の所見をお伺いいた

します。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

若桜町ホームページにおいて積極的な展開、

改善を今後されるのか、町長の所見を伺うと

のご質問でございますが。

集客のための知名度向上につきましては、

ブログですとか、ツイッター、インスタグラ

ム、フェイスブックなどのＳＮＳの活用は非

常に有効な方法だというふうに思っておりま

す。

既にＳＮＳを活用したり、取り組みは各地

で外国人ブロガー等を起用するなどして行わ

れておりますが、地域間競争が激化していく

中で、いかに若桜町の情報を提供していける

かが課題だというふうに思っております。

本町では、昨年１１月に鳥取市の紹介で台

湾の大手旅行会社へのプロモーションに職員

が同行させていただきました。それをきっか

けに旅行会社やブロガーが本町へ視察に来て

いただいており、既に台湾へ向けて若桜町の



観光情報をフェイスブックで紹介していただ

いているところでございます。これを足掛か

りに、今後も台湾をはじめとする訪日客数の

多いアジア圏を中心に誘客を進めてまいりた

いと考えているところでございます。

また、旅行客を獲得するためには旅行会社

のツアーの立ち寄り先に若桜町を入れてもら

い、パンフレット等に観光情報を載せてもら

うのも有効な手段の１つと考えております。

今後も、こうした旅行会社等との連携のも

と、情報発信においてもプロモーションを継

続していき、旅行会社のフェイスブック等に

若桜町の観光情報をシェアしてもらいながら、

効果的な誘客を進めていきたいと考えており

ますし、また、あわせまして、若桜町での受

入体制の整備につきましても、関係機関と協

議をしながら進めていきたいというふうに思

っておるところでございます。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

ブログの活用、ブロガーからの発信など、

情報をもう既に発信なされておるというとこ

ろも確認させていただきました。今後はいか

に新しい情報を発信していけるのか、それに

町民がどれだけ協力できるのか、例えばフェ

イスブックなどを使う以前ではインスタグラ

ムですね、インスタ映えなど、本当に旬な映

像でも提供してもらえるような仕組みづくり

も検討していただき、情報を求める側のこと

も考えながら進めていってほしいと思います。

では、次へ上がらせていただきます。次の

項目です。ＩＰ告知端末機についてでござい

ます。平成２３年度に導入されたＩＰ告知端

末機ですが、年限も経ち故障などによる修理

も増えていると聞いています。若桜町と同様

の告知端末機を早くから導入している岡山県

の美作市や真庭市などでは、インターネット

環境を含め、新しい方式のものへ更新が進め

られています。現在のシステムはいつまでの

運用を考えておられるのかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

ＩＰ告知端末機の現行システムは、いつま

での運用を考えておられるのか伺いますとの

ご質問でございますが。

平成２３年に今のＩＰ告知端末機を導入し、

現在も活用しており、今後の運用につきまし

ても可能な限り現行システムを活用していこ

うと思っておるところでございます。その理

由といたしましては、平成２７年度ＩＰ告知

端末機の更新の際、システム導入業者でござ

います「アイ・コミュニケーション」より、

新しい方式である第二世代の提案を受けてお

ります。

新しい方式である第二世代とは、情報の収

集についてはインターネット環境を利用して

スマートフォンやタブレット端末等に専用の

アプリケーションをインストールすることで、

町内外を問わず情報を得ることが可能となる

ものでございます。

しかしながら、タブレット端末機の使用に

つきましては、高齢者にとっては凹凸ボタン

がないなど、扱いにくい、かえって負担が生

じることが心配されました。また、現行の端

末機を変える場合、タブレット端末一式の導

入費用やサーバー購入、また、システム構築

費用など、費用的にも大きな負担を強いられ

ることになります。

そのため、現行のＩＰ告知端末機は平成２

５年３月に販売は中止されておりますが、そ

の際、ＮＴＴとお話させていただきまして、

在庫管理をお願いし、今の端末機の確保をし

ていただいたところでございます。

現在は、購入した端末機とまた転出などで



不用となった端末機をメンテナンスしながら

活用したり、当分の間は対応できると考えて

おるところでございます。

また、ＮＴＴも全国からの要望が多ければ、

製造再開もまた考えているというふうに聞い

ておるところでございます。それで、先ほど

も申しましたけど、来年からは５Ｇの運用が

始まります。これによりまして、今のこのＩ

Ｐ告知端末のシステムにも変化があるのでは

ないかなというふうに思っておりまして、そ

の動向を見定めながら、対応についてはまた

検討もしてみたいと思っておるところでござ

います。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

可能な限り使用なされるというような確認

がなされておりますし、第二世代のものへの

検討というところも説明をいただきました。

メンテナンスしながらできるだけ使われると

いうような動向にあるという現状が確認でき

ました。

ＩＰ告知端末機の導入に伴い、インターネ

ット利用をする町民が加入したマイタウンで

すが、導入から年限も経ちました。通信速度

については、平成３０年４月からさらに高速

通信可能なものが提供されましたが、近年で

は携帯電話契約と連携したものや、各社から

お得で高速なインターネットプランが提供さ

れています。町民からすれば、それらと比較

してかなりの維持費の差もあり、負担増にな

っている声も出ています。

マイタウンは町ごとの団体加入のようなも

のだと思っております。ＩＰ告知端末機の維

持のために、町としてＮＴＴと料金の交渉や

維持費の安いネットの利用ができるなどの交

渉をされてはと思いますが、所見をお伺いい

たします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

インターネット利用に伴うＮＴＴとの料金

の交渉や、維持費の安いネットの利用ができ

るなどの交渉をされてはと思いますが、町長

の所見を伺うとのご質問でございますが。

現在では、各社競争での定額回線利用料の

激化が進んでおり、お得な料金でインターネ

ットが利用できるプランが提供されておりま

す。若桜町では、ＮＴＴ光ファイバー網整備

の対象エリア外であったこと、また、民間で

の整備予定がないことから、平成２３年度に

ＩＲＵ整備事業としてＩＰ告知放送の導入に

加え、高速インターネット利用等の光ファイ

バー網の整備を実施しております。

その際、町が整備した回線を利用してＮＴ

ＴとＩＲＵ契約を行い運営を委託しているた

め、一般的な利用方法とは異なり、ＮＴＴ以

外と契約することはできなく、利用料を低減

することは、今現在難しい状況にございます。

現在は、平成２９年度より新たな料金プラ

ンとして、世帯普及率の向上に応じて料金を

段階的に低減するプランが提供されておりま

すが、普及率の増加は困難な状況であり、設

置したときは鳥取市と比較しても安い設定に

なっておりましたが、利用料も最初に設定し

ているまま移行しているのが現状でございま

す。

現時点では、安定した供給が可能であるマ

イタウン契約に代替するインターネットの利

用方法はございませんが、町民の皆さんの負

担軽減が図れるよう、今後も交渉のほうは続

けてまいりたいと考えておるところでござい

ます。

議長（川上守）

梶原明議員。



議員（梶原明）

負担軽減の方法など、いろいろ検討してい

ただけるということはありがたいことでござ

います。新たなものの検討、使えるだけＩＰ

告知端末を使われていく中で、世の中では、

世の中も動いておりまして、ＦＭ告知放送シ

ステム、いわゆる構築費や管理費が安価なも

のとか、いろんな活用の方法もあるんですが、

早いうちからいろんなことを検討していただ

き、行政的な経費の出費、また町民の負担な

ども検討していただきたいなと思います。

そういうところをお願いしながら、今後も、

財政に優しく町民のお財布にも優しい提案を、

町民の声を聞きながら、しっかりと活動して

いきたいと思います。

以上で一般質問を終わります。

議長（川上守）

暫時休憩いたします。

  午前１０時４０分  休 憩

  午前１０時５０分  再 開

議長（川上守）

休憩前に引き続き、会議を再開します。一

般質問を許します。５番、山本安雄議員。

議員（山本安雄）

皆さんこんにちは。５番、山本安雄です。

傍聴に来られた皆様、インターネット配信を

ごらんの皆様、お疲れさまです。今年は暖冬

で雪の少ない、我々過ごしやすい冬だったと

思いますが、一方、氷ノ山スキー場では積雪

が少なく、ゲレンデ管理等関係者の方々は大

変であったのかなと想像をいたします。

このたびの一般質問では、通告しておりま

した案件につきまして、３月８日のこの定例

会初日の町長の施政方針についてということ

で追加質問を予定しておりました。通告した

内容は２月だったものですから、内容、施政

方針の内容を見ますと似通ったような部分も

多々ありました。そういうことでございます

ので、その通告しております内容につきまし

ても少し掘り下げたというところがなかなか

できないかと思っております。

それでは、通告しております質問を順次い

たします。矢部町政１年経過して、昨年２月

就任され、そのときのマニフェストでは「未

来へ進む町づくりを」、「町民のやる気を応援

します」を柱に、町政を推し進められておる

と理解しております。

就任１年が経過しました。多様な住民ニー

ズに応えることは重要であります。昨年５月

には機構改革で農林業産業観光課が町道整備

課へ業務を移管し、農林建設課とし、産業観

光課をにぎわい創出課とされました。機構改

革、その後、効果をどのように判断されてい

るのかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

機構改革の効果をどのように判断されてい

るのか伺いますとのご質問でございますが。

昨年の４月臨時議会で、総合戦略を的確に

遂行するため、役場の組織の見直しを行い、

効率的で効果的な事務執行体制を構築するた

めに、「産業観光課」から農林業部門を切り離

して町土整備課へ移管し「農林建設課」とし、

商工・観光部門を「にぎわい創出課」とする、

｢若桜町課設置条例の一部改正｣の議案を提案

させていただきました。

あわせて私は、昨年３月の所信表明で「若

者が住みたくなるまちづくり」、「高齢者の皆

さんが健康で生きがいを見つけながら安全・

安心に暮らせるまちづくり」、「にぎやか創出

のまちづくり」、「農業・林業振興によるまち

づくり」の４つのまちづくりを政策の柱に掲



げました。

３番目に掲げました「にぎやか創出のまち

づくり」を実現するためには、駅周辺の活性

化や古民家を生かした町並み整備をはじめ、

氷ノ山リゾートの充実と四季を通じた体験メ

ニューを考えるなど、国内外の観光客を呼び

込む取り組みの強化が急がれます。

観光部門におきましては、スピード感と柔

軟性を持って対処することが重要でございま

す。課長を中心として、職員がスピード感と

柔軟性を持って氷ノ山リゾートの充実と観光

客の誘致に取り組めるよう、農林業部門を切

り離し、「にぎわい創出課」といたしました。

職員の事務分掌が観光商工部門のみとなっ

たことにより個々の事務が明確化をされ、職

員自身も動きやすくなったものではないかと

思っております。今後は、「氷ノ山全体のあり

方の検討と集客」、「国内外の観光客誘致の促

進」、「観光と商工業の連携強化」をはじめと

した本町のにぎわいの創出施策を進めてまい

りたいと考えております。

また、本町におきましては、土木技師が不

足しており、職員の育成が喫緊の課題である

と感じております。農林部門と建設部門を１

つにした「農林建設課」とすることで、若手

職員の育成を図りたいと考えておりました。

職員のてこ入れをするために、９月に行われ

る職員採用資格試験で土木技師を１名募集い

たしましたが、残念ながら応募がございませ

んでした。

さらに、今年度は７月豪雨災害などの激甚

災害が起こり、課長をはじめ職員は大変忙し

い年となりましたが、職員が増えたことによ

り、農林部門と建設部門が助け合いながら災

害対策に取り組めたのではないかというふう

に思っておるところでございます。

来年度につきましては、若手職員が若桜の

場合大変多いので、若手職員の育成において

力を注げるように体制もまた考えてみたいと

思っておるところでございます。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

商工観光部門に力を入れていきたいという

当初の思いで持って、機構改革されたという

こと、それと、土木技師が先ほどの答弁の中

でありましたが、確かに小さい町で土木関係

専門員ということが私もずっと必要だという

ことは思っておりました。

そのことによって、若桜町の本来、機構改

革の目的とする、効率的で効果的な行政サー

ビスをしっかりとさらに推し進めていただき

たいと思いますし、まだまだ１年ということ

で、これから職員の育成というようなことも

あわせて、町長、今、答弁いただきましたが、

まさに人材育成もあわせてつき進めていただ

きたいと、さらに思っておるところです。

続きまして２番目になりますが、昨年３月

定例会において「移動町長室」について一般

質問をいたしました。そのときの答弁では、

それぞれの集落でさまざまな不安や課題を抱

えているとして、「いろいろな方の意見を聞い

て歩きたい、できるだけ多くの集落を回りた

い｣と答弁をいただきました。その後の自治会

長会の中では、移動町長室のあり方について

は少し変わったやり方をするというようなこ

ともおっしゃっておられましたが、この１年

集落を回られた頻度、それからどのような意

見があったのかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

昨年３月定例会の答弁で、「いろいろな方の

意見を聞いて歩きたい、できるだけ多くの集

落を回りたい」と答弁をいただきました。こ

の１年、集落を回られた頻度や意見はどうで



したか伺います、とのご質問でございますが。

昨年３月の一般質問で、移動町長室につい

てご質問があり、そのときの答弁で少しやり

方を変えて、対象を高齢者の方、子育て世代

の方というように、年ごとに対象者を絞らせ

ていただきながら、皆さんの意見を聞いてい

きたいと答弁をさせていただきました。

これは、移動町長室に来られる方を固定化

させないで、いろいろな年代、性別の方の意

見を聞いてまいりたいという思いでございま

した。今年度は「わいわい座談会」として、

主に希望された老人クラブなどの高齢者を対

象に開催させていただきました。屋堂羅、浅

井、大野、諸鹿の集落に出向いて、それぞれ

の集落が抱える課題や要望・意見などをお聞

きすることができました。

来年度も引き続き、この座談会を行い、集

落の抱える課題や意見に耳を傾け、施策に反

映させていきたいというふうに思っておると

ころでございます。

また、若者や子育て世代、若桜町に移住し

て来られた方に「若者プロジェクトワーキン

ググループ」を立ち上げていただき、自分た

ちが描く若桜町の将来像や町への要望・意見

をまとめて、迎賓館で発表をしていただきま

した。発表された意見の中には、「食を活用し

たまちづくり」、「スキー場の改修提案」、「氷

ノ山周辺のグリーンシーズンの活用策」、「通

学助成に対する提案」など、さまざまなご意

見をいただきました。

また、ＰＴＡや移住者の皆さん、商工会、

業者組合、生産組合、大学生などからの意見

もお聞きする場を設けていただき、本当に多

くの意見をお聞かせいただきました。

このご意見の中で、できるものは早速、新

年度予算で対応させていただきたいというふ

うに思っておりますし、今後もこういう会は

続けてまいりたいと思いますし、要望があれ

ばどこへでも出向いてまいりたいというふう

に思っておるところでございます。

また、２月の２０日に開催されました「若

桜こどもシンポジウム」の生徒の思い、意見

も本当に大変参考になりまして、この中でも

できることは早速、取り組んでまいりたいと

いうふうに思っております。

この「若者プロジェクトワーキンググルー

プ」で話をしていただいた内容を、知事さん

のほうにも聞いていただきまして、特に子育

て支援につきましては知事より大変心強い答

弁もいただいておるところでございます。

特に、この通学助成につきましては多分、

県全体の取り組みになっていくんではないか

なというふうに思っておるところでございま

す。やはり年代が変わりますと考え方も違い

ます。さまざまな年代の方からご意見をお聞

かせ願い、そして今後の町政に活かしてまい

りたいというふうに思っておるところでござ

います。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

本当にさまざまな所に回っておられて、施

政方針の中でもそのように報告があったわけ

ですけども、老人会あたりは希望された老人

会ということですが、あくまでもこちらから

積極的にということではなくて、その希望さ

れたところに出向くというようなスタンスが

今後の予定としても、そのような考えでおら

れるのか、いかがでしょうか。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

昨年度考えましたのは、やはり希望された

とこ、頑張るところを応援するというような

形で、私はこのたびの選挙で出てまいりまし

た。強制的に訪問するというやり方もござい



ますが、できるだけその要望を持った場所に

出向いていきたいというのを第一に考えてお

りまして、やはりその件数が少ないようであ

れば、やはり全集落を回るということも大変

必要なことだと思いますので、それにつきま

しても検討はしてみたいと思っております。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

ということになると、先ほどの若い方、子

育てそれからＰＴＡ等々を回って、それぞれ

の話を聞いた結果として町長述べられたわけ

ですけれども、集落単位としても、いろいろ

なものがあるんじゃないかなということは私

ずっと前から思っていまして、要望しないと

なかなかというようなことでございます。

全体的な回られた所で、それぞれの所でそ

れぞれの課題というものはどのように捉えら

れたのかお尋ねします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

まず、高齢者との座談会での内容でござい

ますけども、やはり、歳とともに行動力が落

ちてまいるということで、集落を維持してい

くこと、どうしていったらいいのだろうかと

いう問題。それで、やはり高齢者ばっかりに

なりますので自分たち、その災害時の対応の

問題ですとか、そういう話をお聞かせ願いま

した。

それで、何とか健康づくりを取り組んでい

ただきたいという話は、どの集落でもさせて

もらっているところなんですけども、やはり

皆さんが一緒になって助け合いながらも、何

事もやっていかないとなかなかできないよう

な時代になってまいりまして、行政に全てを

おんぶに抱っこされてもなかなか難しいです

よという話もさせていただきました。

それ以外にも、やはり買い物の支援の問題

ですとか、それから交通の問題、そういうど

この集落もやはり同じような課題を抱えてお

られますね、という話をさせていただきまし

たし、やはり陳情になりますけど、やはりこ

こを直してほしい、あそこを直してほしいと

いう話は、やはりどの集落に行っても出てま

いりますので、できる限り対応はさせていた

だきたいというお話もさせていただいたとこ

ろでございます。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

それぞれ課題が、高齢者、集落維持の問題、

それにあわせて災害防災組織ですか、そうい

うことですね、それとあわせて健康づくり、

中尾議員のところであったとは思うんですが、

行政に全て任すのは難しいんだというような

こと、買い物、交通、それで、高齢で集落の

維持がなかなかできない。

行政に全て任すのもどうなのかな、これ自

助、共助という部分ではなかなかどこでどう

線を引いたらいいのかというのはなかなか難

しい状況がある。といいますのは、先ほどに

も話がありました６５歳で高齢者なのか、実

際には７５歳ぐらいなのかというようなこと

もあわせて、実情をしっかり把握して対応し

ていただきたい。

あわせて、先ほどの答弁で今後も続けて、

移動といいますか、集落に出向いて意見を拾

っていくという中で、今後もそういう観点か

らしっかり、歩いて意見集約、課題を１つず

つ解決していきたいと思います。

次の質問に入ります。町民と一体になった

まちづくりです。今のこととも若干関連する

部分はあろうかと思いますが、平成２２年度



から施行されておりました集落担当職員配置

要綱による業務ですね、これについての実行

状況をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部町長）

平成２２年から施行されている「若桜町集

落担当職員設置要綱」による業務の実施状況

を伺いますとのご質問でございますが。

集落担当職員は、行政と集落との連絡調整

を行うことを目的に、平成２２年に若桜町集

落担当職員設置要綱を制定したものでござい

ます。

各集落に職員を配置し、各戸を回り安否確

認をはじめ、集落での困りごとや行政に対す

る意見などを聞いたり、火災警報器の設置状

況や防災無線の受信状況を確認しておりまし

た。また、近年は集落訪問とあわせて包括支

援センターと連携して緊急情報カードの配布

と回収も行っております。

今年度は、試行的に訪問するお宅を７５歳

以上のみで構成されている世帯、７５歳以上

の独居世帯に限定して２回訪問させていただ

きました。１回目は７月に行っており、安否

確認をはじめ、防災無線の受信状況と確認を

行いましたし、２回目は１２月から１月にか

けまして緊急情報カードの配布等を行ってお

ります。

この集落担当職員制度は、地域が抱えてい

る課題を知ったり、職員と住民のつながりを

図る上でも有効な方法の１つでございますの

で、今後も継続してまいりたいというふうに

思っておるところでございます。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

本当に老人の家庭であったり、それから、

防災無線であったり、非常に重要な部分を担

って、担当の職員が日々の業務を持ちながら、

大変忙しいだろうとは思いますが、町民と接

することによっていろんな、またこの中でも

課題が見つかる、町長が出歩いていろんな意

見を聞かれるのとまた別の分野でのいろんな

課題も見えてくるようなことがあるんじゃな

いかなと思います。

引き続いてしっかりやっていただきたいと

いうことと、もう１つ、この要綱の中には集

落の会合なんかにもというようなことも要綱

の中にはあったわけですけれども、その辺に

ついての検討は、担当集落で開催される町主

催の主要事業説明、住民懇談会への参加とい

うようなこともあるわけですけれども、ここ

はどのような捉え方をされているのかとお尋

ねいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

要綱の第３条の中にございます、主要事業

の説明会や住民懇談会等の参加ということで、

本来はこういう取り組みをしていきたいとい

うふうに思っておりますが、現在は大変申し

わけないですけど、取り組めておりません。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

先ほどの質問と関連するところですけれど

も、それぞれの集落、先ほども町長おっしゃ

っていました、集落が維持できない状況にあ

るというところもございますので、しっかり

そういうところにも耳を傾けていただきたい

と思います。

次の質問に移ります。平成２９年度予算か



ら予定されていました「若桜版集落支援員」

ということですけども、これについては、支

援員をお願いする該当者の方が見つからなか

ったということで、実際には実施されており

ません。これも先ほどとあわせて重要な、住

民との距離を縮めるという意味においては、

非常に重要な施策だと思います。町長の考え

をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

集落支援員は集落問題解決には必要な方法

だと思うが、町長の考えを伺いますとのご質

問でございます。

若桜町内には３９の集落がございます。１

月１日現在、戸数が１０軒を下回る集落が３

集落あり、いずれも高齢化率が 50％を上回っ

ております。もっとも高齢化率が高い集落で

は 80％を超えており、一般的に「限界集落」

と呼ばれるに等しい状況になっております。

また、戸数２０以下かつ高齢化率 50％以上

の小規模高齢化集落と定義される集落は１１

集落にのぼり、これに準ずる戸数３０以下か

つ高齢化率 40％以上の集落を合せますと、実

に全集落の３分の２となる２５集落となって

おります。

これまでどおりの方法では集落機能の維持

が難しくなってきていることは事実であり、

各集落の方々が知恵を出し合い、工夫し、懸

命に努力されながら生活されておられること

も十分承知しております。

ただ、集落の方とお話させていただくと、

「皆、高齢となり、決して楽ではないが、助

け合いながら暮らしている。誰かが雇われて

世話を始めたら現在の関係性が崩れてしまう

ことを危惧する」といった声も出ております。

町外へ転出された方々が引き続き自治会費

を払われていたり、集落の行事や総事等の時

には帰って来られている例もあるようでござ

います。転出はしても実家は残っており、常

日頃から集落の方々が、家や畑などの状況に

目をかけていただいているという意識がある

からだと解釈しておりますが、非常に強い地

縁意識であり、共助の精神であると感服して

いるところでございます。

確かに、残念なことですが、「もうだめだ」

とか、「もう限界だ」といった声もよく聞きま

す。しかし、話の弾みとして表面的にはその

ような言葉を出されますが、本質的なところ

ではしっかりと自立の矜持を抱いて暮らして

おられると感じております。

集落支援員についても、ただ単になり手が

いないので実施に至ってないというわけでは

ございません。また、誰でもいいというわけ

にもまいりません。まずは自助、次に共助、

最後の砦が公助であり、頑張っておられる集

落に無理やり行政が介入しては自助、共助の

自立を奪うことになりかねません。

こうした自助、共助の集落運営が崩壊して

しまわないよう、今後も町民の皆様の声に耳

を傾け、各集落の状況を注視しながら、集落

支援員制度に限らず、必要なタイミングで必

要な対策を講じていく必要があると考えてお

るところでございます。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

それぞれの集落において、共助があってそ

れなりに助け合って活動しておられる所があ

るということでございますけれども、集落支

援員が入るとバランスが崩れるという、これ、

共助がある中ではそういう部分があるのかな

とは思いますけれども、先ほどの高齢化率の

話で、後３年、５年その後、歳を取っていっ

て、その共助がずっと維持できるかどうかと

いう問題点もあるわけで。



その部分については引き続いて、どういう

んですか、注視せないかんというような町長

のお言葉もあったわけですけれども、共助が

あるからいいよということではなくて、本当

に、これからもずっとそういうところには、

意見だとか、課題解決に向かっては、つなが

りをしっかり持っていただいて、集落支援員

制度ができないことであれば、そのようなパ

イプといいますか、連携をしっかりとってい

ただきたいと強く思います。

最後の質問に入ります。若桜宿未来ビジョ

ン仮称ですけども、この説明では住民の意見

を３月、４月に取りまとめ、委員を選考して

検討すると説明を受けました。

これは多くの住民の理解、協力を得られな

ければなかなか成功しないものだと思ってお

ります。物ができてそのままではいけない、

やっぱり住民の方がしっかり利用する、そう

いう機運がないと、なかなか続かないと思い

ます。まさに若桜の存続をかけた事業だろう

と思います。

そうしますと、効果・検証方法も含めて、

長期にわたって協力していただく住民の理解

を強くいただくということも必要だと思いま

す。町長みずからが先頭に立って、住民説明

が必要だろうと思います。町長の考えをお伺

いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

若桜宿未来ビジョン（仮称）について、町

長みずからが先頭に立って、住民への説明が

必要と判断しますが、町長の考えを伺うとの

ご質問でございますが。

ご承知のとおり、若桜町の最大の課題は人

口減少と少子高齢化の対応でございます。今

日まで総合計画や総合戦略に基づき、ハード、

ソフト両面においてさまざまな施策を行って

まいりました。特に、子育て支援や教育環境

整備等に力を入れて対策を講じておりますが、

町の中心である若桜駅前をはじめとした宿内

でも空き家が目立ち、商店数も減少の一途を

たどるなど、他地域の数十年先を行く人口減

少と少子高齢化が続いております。

国立社会保障・人口問題研究所によります

と２０４５年度における若桜町の推計人口は

１,２６６人まで減少するとされています。全

国の半数に及ぶ自治体の消滅可能性が指摘さ

れておりますが、若桜町はその中でも、最も

消滅危険性が高い町の１つとなっております。

人口減少や少子高齢化への対策は先送りの

できない喫緊の課題であり、まさに今、町の

将来を見据えた長期的・短期的な計画のもと、

町の存続をかけた、大胆で積極的な改革を実

行する必要があると認識しております。

本事業は、まさに町の未来を決定づけると

いっても過言ではない改革に臨むものであり、

その計画作成の重要さを重々認識していると

ころでございます。

山本議員ご質問のとおり、若桜町に関わる

全ての人と認識を共有し、知恵を寄せ合い、

一丸となって進む態勢を整えることが出発点

となると認識しております。今後は、４月を

目途に広報わかさへの記事掲載等を経て、広

く町民に参画を呼びかけ、「若桜宿未来ビジョ

ン懇話会」を設置して、計画づくりをしてい

く方針であり、現在、各種団体等の皆さんの

ご意見をいただきながら、素案作成を進めて

いくところでございます。

私の責務といたしまして、先頭に立って進

めることはもちろんですし、機会を捉え、し

っかりと町民の皆様に向けて発信していく所

存でございます。また、民意の代表でござい

ます議会の皆様のご意見もお聞かせいただき

ながら、進めてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。

議長（川上守）



山本安雄議員。

議員（山本安雄）

本当に人口減少が進んでいく中で、若桜町

これからどうだという中で、ハード、ソフト

面で整備されてきておるというところは周知

のところではございますけれども、町長、先

頭立って説明していくということでございま

したけれども、ハード面の部分はそれなりに

整ってはきてはおりますけど、ソフト面での

整備というところで、懇話会、各種団体等々

一丸となってということですけれども、周辺

住民も含めたところの懇話会ということでよ

ろしいでしょうか。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

先ほどのご質問でございますけど、やはり

近隣住民の皆さんの意見というのは、大変大

切でございますので、懇話会の中に入ってい

ただいて、一緒に協議の方、進めさせていた

だきたいと思っております。

議長（川上守）

山本安雄議員。

議員（山本安雄）

たくさんの方に理解していただけるように

お願いしたいと思います。この件は、補正予

算でも可決した部分でもありますので、あま

りどうこうというのも思いますので、この件

はこれで終わります。

最初からの質問で、町民とのパイプもしっ

かり持ちながら、情報交換しながら、なるべ

く、どういうんですか、小さい町、先ほども

おっしゃっていました２０４５年には１,２

６６人というようなことも町長おっしゃって

いましたが、本当に小さい町ならでは、人口

減少の町ならではというのも 1 つのメリット

ととらまえて、しっかり連絡を取りながら、

住民と連携しながら、今後の町政を進めてい

ただきたいと思います。

以上で私の一般質問は終わります。ありが

とうございました。

議長（川上守）

引き続き一般質問を許します。９番、前住

孝行議員。

議員（前住孝行）

傍聴席の皆さん、インターネット中継でご

試聴の皆さんこんにちは。９番、前住孝行で

す。２月６日、東京の全国町村議会議員会館

にて、第７０回町村議会議長会定例会が行わ

れました。その中で特別表彰として、若桜町

議会が表彰されました。授賞理由は、推薦議

会の中で一番早い議会基本条例の制定であっ

たこと、また、議会報告会を各集落で開催し、

町民の１割以上の参加があること、議会の透

明化を図るために一般質問のライブ中継、録

画の公開などが評価されたようであります。

諸先輩方の取り組みから現在の議会の取り

組みまで、議会改革を進めてきたことが認め

られ、若桜町にとっても大きな誇りになると

考えます。５月には実践発表を行いますが、

このことで全国からの議員の視察が増えると

いうことですので、町内の受入体制も万全に

して、若桜町の良さをしっかりと伝えていき、

さらに表彰に恥じないよう、議会改革を今以

上に進めていきたいと思います。

それでは、通告をさせていただいています

２点について、順に説明させていただきます。

質問をさせていただきます。なお、３点目の

町長の施政方針についての質問は、準備不足

のため取り消させていただいております。

まずは１、若桜町スポーツ推進計画策定に

ついてです。昨年の１２月２４日に、鳥取県

体育協会１００周年記念式典がありました。



その挨拶の中で、２０３３年の国民体育大会

鳥取県誘致の申請を、１１月１３日付で平井

知事が、日本スポーツ協会伊藤雅俊会長とス

ポーツ庁長官鈴木大地氏へ提出されたという

ことでした。実現すれば「わかとり国体」以

来４８年ぶりの開催になるそうです。

当時私は小学校高学年で、布勢の運動公園

の開会式を、チューリップを模った帽子をか

ぶり、見に行った覚えがあります。旧郡家町

ではホッケー、智頭町では空手が開催された

そうですが、若桜町では何の種目も開催され

ていませんでした。

若桜町で長期計画を立て、何らかの種目を

取り組む考えはないか、教育長へお尋ねいた

します。

以上で、壇上での質問を終わります。

議長（川上守）

答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

前住議員から、国体の競技概要をというこ

とで、何か取り組んだらどうかというお尋ね

でございます。国民体育大会につきましては、

鳥取県は昨年の９月定例県議会におきまして、

全会一致で二巡目国体の招致決議がなされて

おります。鳥取県と県の体育協会、県教委と

２０３３年、１４年後ですね、国体開催要望

書を、言われましたとおり日本スポーツ協会、

それから文部科学省に提出しまして、開催申

請書提出順序了解、いわゆる内々定を受けた

ということになりまして、二巡目の締めくく

り大会になるとして、開催される予定という

ことであります。

正式に開催が決まれば、１９８４年の「わ

かとり国体」以来４８年ぶりの開催というこ

とになるわけです。

前回、３４年前の昭和６０年に開催されま

した「わかとり国体」では全国から約２万５

千人の開催を迎え、県内の４市、２２町村に

おいて３８競技が実施されたということでご

ざいます。競技会場につきましては、二巡目

国体では、前回と異なり会場を県内施設で全

て賄うということではなくて、島根県と協力

して開催する方向で進められるように伺って

おります。

実施競技種目につきましても、日本スポー

ツ協会や競技団体の意向、それから、主会場

と練習会場の整備・確保、会場間や宿泊施設

等の選手や大会役員の輸送手段や宿泊施設の

確保、財政負担などさまざまなことを勘案し

ながら、今後協議が進められることになるも

のと思っております。

お尋ねにありました、本町で長期計画を立

てて、何かの種目に取り組む考えがあるかと

いうご質問でございますが、国体の実施競技

は４年ごとに見直しが検討されることになっ

ておりまして、現在のところ２０３３年の競

技種目はまだ決まっておりません。また、競

技会場につきましては、島根県との協議や競

技団体の希望等が基本となるということでご

ざいますので、種目を絞り込むことは極めて

難しいんじゃないかということを考えており

ます。

したがいまして、長期的に計画を立てて特

定の競技開催に取り組むのか、あるいは開催

が決定した種目で対応可能な種目の実施に取

り組むかは、財政的な負担の面も含めて若桜

町として総合的に判断すべきではないかとい

うふうに考えております。教育委員会として、

現段階では国体の競技開催については検討し

ておらんという状況でございます。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

恐らくそういう答弁になるのかなというふ

うに推測はしておりましたので、２番に移り

たいというふうに思います。



先ほど、教育委員会サイドとしては検討し

てないということであります。それはやっぱ

り財源に絡むものかなというふうに思ったり

しておりますので、次は町長のほうにという

ことで２番です。

昨年の９月の青木議員の一般質問の中で、

若桜町内の体育施設で、スポーツツーリズム

を生かした取り組みについて前向きな答弁が

あったと記憶しております。町長は、この国

民体育大会の何らかの種目を本町でするこの

提案に対しては、どのようにお考えかお尋ね

します。

町長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

昨年９月の青木議員の一般質問で、スポー

ツツーリズムを生かした取り組みについて前

向きな答弁があったと記憶しておりますが、

町長は、国体の何かの種目を若桜町でするこ

の提案に対してどのように考えていますかと

のご質問でございますが。

昨年９月議会一般質問において、青木議員

から氷ノ山がスポーツの聖地となる取り組み

についてご質問をいただき、年間を通してさ

まざまなスポーツを楽しめるエリアにするた

め、高校や大学のクラブやサークル活動の場

として、一層の認知度を高めていく取り組み

と、スポーツを通した集客の取り組みが必要

で、前向きに検討していくと答弁させていた

だいております。

また、町内のスポーツ施設を活用し、スポ

ーツ教室を開催して交流人口と経済効果の増

大に取り組んではとのご提案をいただき、集

客促進としていいアイデアであり、これも前

向きに検討をしていくとお答えしております。

新たな施設整備や既存施設の改修をしない

で実施できる競技であれば、財政的負担も軽

く、交流人口と経済効果の増大につながると

思いますし、また、町内の皆様にも全国レベ

ルの試合を観戦していただけるため、よい機

会になると思います。

しかしながら、現段階ではそれぞれの競技

がどの程度の設備や費用が必要なのか、さら

には、競技者人口等検討の材料が今は示され

ておりませんので、鳥取県から情報を得なが

ら、物理的に実施可能かどうかを検討してい

ってみたいとは思っておるところでございま

す。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

そういった答弁をいただくとなかなか、次

の質問もなかなかしにくいではありますが、

やっぱりスポーツツーリズムの良さっていう

のは、やっぱりそこは共有できているのかな

というふうに思っております。

では、もう次いきます。２月５日でありま

したけど、わかさ学園の参観日の方で、今後

の中学校の部活動についての方向性が出され

ました。少子化に伴っての方向転換は、仕方

がないことだというふうに考えております。

しかし、そのことをプラスに考えられるよ

うにということで、次のような提案になりま

す。ソフトテニス部を残すというようなこと

を聞いております。それで、このことを否定

するものではありませんが、先ほど答弁があ

ったので、なかなか難しいんでしょうけど、

長期ビジョンを提示して、今、女子テニス世

界ランキング１位の大阪なおみ選手、また、

島根県出身の錦織圭選手の人気に便乗して、

この国体の硬式テニスを若桜町で開催するよ

うにしては、というふうに考えております。

難しい答弁が返ってくるんではないかと想定

しますが、お考えをお尋ねします。

議長（川上守）



答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

国体の硬式テニスを若桜で開催することに

してはというご提案をいただきました。その

前に、わかさ学園の部活動についても触れら

れておりましたので、学園の状況についてご

説明を申し上げます。

学園の部活動につきましては、近年、生徒

数の減少に伴いまして、野球や女子バレーな

ど若桜学園単独チームでの大会出場ができな

くなりました。それで、他の中学校、市内で

あるとか、そういった中学校との合同チーム

を結成して、大会に出場しているような状況

でございます。そのために、大会ごとにチー

ム編成が変更になること、そういったことで

選手同士のまとまり、それから合同練習を思

うようにできないというような部活動上の支

障が出てきておるということもございます。

その上、学園生徒の学年間の男女による人

数の差も年度によっては大きく、部活動に必

要な一定の生徒数を継続的に確保できるとは

言えない状況でもございます。わかさ学園で

は、日常の練習において、男女合同で活動で

きるといった利点、それから現在の入部人数

等考慮しまして、個人種目としても参加が可

能である卓球とソフトテニスの種目を選択さ

れたものというふうに理解しております。

このような状況の中で、保護者アンケート

調査の結果を考慮しながら、スポーツ少年団

の団員数の減少による活動の休止や縮小が見

込まれる状況を踏まえ、団体種目の存続は難

しいというふうに判断されたものと伺ってお

ります。教育委員会としましては、こういっ

た学園の判断を尊重したいというふうに思っ

ております。

それから、国体硬式テニス競技を若桜町で

開催するようにしてはどうかというご提案が

ございましたが、現時点では、本町には国体

規模の大会が開催できるだけの施設がござい

ません。仮に、本町で硬式テニスの競技を開

催されることになりましたら、鳥取市の布勢

の総合運動公園内にある全天候型のテニス場

程度のコート数などが、整備が必要になって

くるんかなというふうに思いますし、整備し

た後、国体後の維持管理費等も必要となって

くるんかなというふうに思いまして、実財源

の乏しい本町にとりましても、財政的に大変

大きな負担になるものじゃないかなというふ

うに思います。

それから硬式テニスにつきましては、現在、

鳥取県中体連に加盟しておらんということが

ありますので、県大会とか、東部大会こうい

った大会が開催されておらんので、競技力の

向上とか、部活に対するモチベーションもな

かなかないということもございます。

さらには、硬式テニスは軟式テニスに比べ

まして道具が若干高いんかなと、そういうこ

とで保護者の負担も出てくるんかなというよ

うなこともございます。繰り返しになります

が、テニスに限らずどの競技についても、教

育委員会としては、現時点では検討しておら

んというような状況でございます。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

先ほど教育長のほうの最後の方に、中体連

にないということで、私も多分そう来るだろ

うなというふうに思いまして、準備しており

ます。

日本テニス協会の方が、昨年の５月に何か

報告をされておりました。２０２１年に中体

連に準加盟するという見通しで、やはり日本

テニス協会のほうもソフトテニスの実施はな

されているのに、硬式テニスはされてないと

いうことで、その選手の育成っていう部分で

ちょっと多分危惧されておったんかなという

ふうに推測されるんですけど、そうやって２



０２１年に中体連に準加盟ということをされ

るということなので、それを見通してやって

いけばいいんかなっていうふうに思ったりも

したんです。

先ほど団体種目がなかなかできない、それ

で個人種目でちょっと団体競技のこともでき

るテニスのあり方をより広げてっていうか、

させていただいて、やっぱり何か人数が少な

いからできんっていうような、何かそういう

マイナスなイメージがすごい多くあって、や

っぱり保護者といたしましても、あれもでき

んがな、これもできんがな、若桜町はどうだ

っていうことにつながらないように、ちょっ

と明るい希望を持たせるためにということで

提案させていただいておるんですが、残念な

答弁かなというふうに思います。

もう次いきます。では４の、またこれも苦

しい質問になるんですけど、もしそういった

国体、国体は誘致されるんですね。それで、

県内で全国障害者スポーツ大会っていうこと

も 1 カ月後ぐらいに続けて開催することにな

ります。

そこで、今、卓球バレーというニュースポ

ーツの競技があります。ふつう卓球は、ネッ

トの上を越してやる種目なんですけど、この

種目はネットより、ネットの下を通して、そ

れで６人ずつが卓球台の周りに座って、それ

で３回以内に打ち返すっていうような競技で

ありますけど、こういった種目が今、昨年の

国体ではされておりました。

そういった種目を若桜町でやってみてはと

いうふうに思います。その卓球バレーの公式

審判員も若桜町には２名います。こうした種

目を、若桜町で根付かしてみてはというふう

に思いますがどうでしょうか。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

全国障害者スポーツ大会も続けて開催する

ことになります。そこでは「卓球バレー」と

いう競技があり、公式審判員も２名いるとい

うので、こういった種目を若桜町に根付かせ

てはと考えるがどうかというご質問でござい

ますが。

全国障害者スポーツ大会は、全国身体障害

者スポーツ大会と、全国知的障害者スポーツ

大会が統合された大会で、平成１３年から開

催されております。

卓球バレーの競技は、昭和４９年頃に重い

障がいのある人も一緒に楽しく体を動かせる

ようにと考案された競技で、１チーム６名ず

つ計１２名で行います。今年度、福井県で開

催されました全国障害者スポーツ大会では、

オープン競技として実施されております。

本町では、総合型スポーツクラブである「若

桜クラブ」に公式審判員が２名在籍しており、

町内で卓球バレーを体験する場を６回設けて

おり、約６０人の方に参加をいただき、参加

者からは賑やかに誰でも楽しめるスポーツで

あるなどのご感想をいただいております。

鳥取県においても、スポーツを通じた共生

社会の実現を目指し、鳥取県障がい者スポー

ツ振興指針の作成が最終段階を迎え、７つの

柱をもとに日本一の障がい者スポーツ実施率

を目指すなど、数値目標を立てて取り組まれ

ております。

本町においても、障がい者がスポーツに触

れ親しめるような配慮とスポーツ環境の充実

は、必要なものであると考えております。卓

球バレーは障がいのある人もない人も一緒に

楽しむことのできるスポーツであると思いま

すので、「誰でも、いつでも、いつまでも」ス

ポーツに参加することのできる環境づくりを

目指す若桜クラブと、スポーツについての理

解を深める活動を行うスポーツ推進員のみな

さんと連携を取りながら、卓球バレーの普及

を図ってみたいと思います。



議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

ありがとうございます。若桜クラブの方で

卓球バレーの実施を６回ということでさせて

いただいていますが、なかなか６人６人の１

２人が集まらないことが多くて、それで６回

にとどまっているということです。最低３人

３人の６人ぐらいだったらできんこともない

んですけど、その人数がなかなか集まらない

状況があって、ぜひともそういう種目がある

んだっていうことを広めていけたらなという

ふうに、私自身も思っているとこです。

それがもし広がっていけば、こういった全

国障害者スポーツ大会の実施にもつながるの

かなというふうに思っておりますので、お願

いしたいなというふうに思います。

では、５番目のほうに移りたいと思います。

ここまでずっと質問させてもらっとって難し

いこともあるだろうなというふうに推測しな

がら質問させてきてもらってはおるんですけ

ど、何ってここが言いたいんです。

努力義務ではあるんですけど、若桜町のス

ポーツ推進計画を策定してはというふうに、

平成２８年の９月の一般質問と同様の提案に

なります。前小林町長は、関係団体と自治会、

民間会社も含めて、町民体力づくり推進本部

を立ち上げてはと考えとるというふうに答弁

いただいておりますが、あまり進んでいるよ

うに見受けられません。町長、教育長ともそ

の当時の町長、教育長とはお変わりになって

おられますので、それぞれの所見を伺います。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

若桜町スポーツ推進計画を策定しては、と

平成２８年９月に一般質問でご提案され、前

小林町長は、関係者団体と自治会、民間会社

を含めて、町民体力づくり推進本部を立ち上

げてはとの答弁でしたが、進んでいるように

は見受けられません。町長、教育長ともお変

わりになったので所見を伺いますとのご質問

でございますが、２人へのご質問となってお

りますので、私のほうからは町民体力づくり

推進本部について答弁をさせていただきます。

平成２９年４月に「若桜町健康づくりの推

進に関する条例」を定めました。この条例は、

町民、地域団体、事業者、保健医療関係者及

び町がそれぞれの役割を認識して、お互い協

力しながら健康づくりを実践し、地域全体で

推進することを定めたものでございます。

この考え方を、「健康わかさ２１第３次計

画」に盛り込み、平成３０年度から５年間、

「地域ぐるみで取り組む健康づくり、笑って

元気な町をめざすこと」としております。

ご質問にございました「町民体力づくり推

進本部」につきましては、現在、健康づくり

や体力づくりを推進する「若桜町健康体力づ

くり推進協議会」において、町民、地域団体、

事業者、保健医療関係者などの代表で構成さ

れる「健康づくり部会」と「体力づくり部会」

をつくり、それぞれ役割分担をしながら協議

を重ねておるところでございます。

この「若桜町健康体力づくり推進協議会」

が、前小林町長の「町民体力づくり推進本部」

と同等の機能を持っていると考えております。

さらに、健康体力づくりの推進においては、

「健康ポイント事業」や「若桜の保健医療を

考える集い」、「禁煙への取り組み」などで町

民が主体的に参加できるように促していると

ころでございます。そして、地域ぐるみの取

り組みとなっていると思っております。

今後、若桜町健康体力づくり推進協議会の

中で、違う分野の方の参画が望まれるのであ

れば、委員の増員などを行い、さらなる充実

に努めてまいりたいと考えております。

なお、この後、教育長が答弁いたしますが、



スポーツ推進計画につきましては、必要があ

れば教育委員会と協議をしながら検討をして

みたいと思っておるところでございます。

議長（川上守）

答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

町長の答弁に引き続きまして、スポーツ推

進計画の策定についてお答えをさせていただ

きます。国におきましては、スポーツ基本法

に基づいて、スポーツの「楽しさ」、「喜び」

こそがスポーツの価値の中核であり、全ての

人々が自発的にスポーツに取り組み、自己実

現を図り、スポーツの力で輝くことにより、

前向きで活力ある社会と、絆の強い世界をつ

くることを基本方針に、第２期スポーツ基本

計画を策定されております。

また、鳥取県におきましては、年齢、性別、

障がいなどを問わず、誰もがスポーツを楽し

め、人と人とがつながり、健康で心豊かな生

活を営むことができる、活力あふれる鳥取県

を目指し、後期の鳥取県スポーツ推進計画を

今年度策定する予定であるというふうに言わ

れております。

スポーツ推進計画について、県内市町村の

策定状況を調べてみますと、２市１町で策定

されているというような状況でございます。

平成２８年９月定例会において、当時の小林

町長から、「必要があれば、総合教育会議の中

で計画の策定及び審議会の設置について検討

していきたい」というふうに答弁されており

ますが、現在のところ、そのような協議は行

われておらんという状況にもございます。

本町におきましては、住民が自分自身の関

心や適性に応じたスポーツに親しめるよう環

境を整備し、スポーツ活動を通じて地域の活

性化や人と交流を行って、いつまでも健康で

豊かな生活が送れるような、そういう取り組

みを進めてまいったところでございますが、

これまで野球とかバレーボール、陸上などさ

まざまなスポーツにおきまして優秀な選手を

輩出して、若桜町の名を広めてきたというこ

ともございます。

こういったこともございますが、人口減少

なり、少子高齢化、価値感やライフスタイル

の多様化といった、人々のスポーツに対する

意識とかニーズも変わってきておると、そう

いった課題があるということは認識しており

ます。

お尋ねにありましたスポーツ推進計画の策

定につきましては、先ほど申し上げましたよ

うな状況、課題を整理するとともに、住民ニ

ーズの把握をした上で、町長とも改めて検討

してみたいというふうに考えております。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

町長、教育長とも答弁いただきましてあり

がとうございます。条例ができてからの動き

といたしまして、「わかさの保健医療を考える

会」のこの間の演劇につきましても、すごい

勉強になることもありますし、取り組みとし

てすばらしいなというふうに思っております

し、笑いヨガの件に対しましても、条例がで

きて進んできているなというふうな実感はあ

ります。

それで体力つくり部会のほうはどうかなっ

ていうのがありまして、それで私自身もその

委員になっております。それで、ウォーキン

グコースをつくろうということで進めて、流

れとしては聞いていて、それで、一通りのウ

ォーキングコースっていうのは、設定はした

んですが、それだけでなかなか終わっている

っていうような状況があったりしております。

それで、それも宿内のコースなので、宿内

だけしかなかなか使えないのかなというよう

なこと、さらにそれぞれの集落のコースづく



りみたいなんもやっていけばいいんかなとい

うふうに思うんですけど、この部会自体があ

まり開催されてなくて進み具合いはこれでい

いのかなっていうこともあっての質問になり

ます。

それで、必要があればこれから協議してい

くということでありますが、やはりこういう、

やっぱり町としてスポーツをこうしていこう

っていう目標っていうか、計画がないので、

結局、若桜学園にしても、スポーツ推進委員

にしても、若桜クラブにしても、体育協会に

しても、どこに向かっていいのか多分わから

ない状況で、それぞれが多分試行錯誤されて

いるんかなっていうふうな、すごい実感はあ

りますので、ぜひともこの推進計画、まだ２

市１町しかできてないということであります

が、そこのまず見本にしてではないんかもし

れませんけど、そこから若桜町のスポーツの

あり方っていうものを考えていけたら、やは

りみんながそこの方向に向いて、スポーツを

振興していくんじゃないかなというふうに思

いますので、必要があればではなく、必要が

あると思いますので、ぜひとも進めていって

いただけたらというふうに思います。

それで、この間も元副議長の方からも、元

議員の方からもそれぞれ、筋トレの施設とい

うのはできんもんかいなとか、女性が気軽に

安全に使える、そういった、今はやりのトレ

ーニング施設の整備はできんのかっていうよ

うな、言ってみいやというようなことで、応

援はしていただいているんですけども、そん

なのも踏まえて、こういった計画を策定して

具体化していけばというふうに思いますので、

しつこいようですけど、ぜひとも策定してい

ただければというふうに思います。

では、次いきます。では、遊休施設の活用

についてということであります。

高野大型作業所、第２町民体育館、旧米

分校、旧池田小学校未使用箇所など、使用頻

度の少ない施設がたくさんあるかなというふ

うに私自身は実感しております。今後の活用

策について町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

高野大型作業所、第２町民体育館、旧米

分校、旧池田小学校未使用箇所など、使用頻

度の少ない施設の今後の活用策について、町

長の所見を伺うとのご質問でございますが。

はじめに、高野大型共同作業所についてで

ございますが、この施設は昭和５６年度に地

方改善施設整備事業により建築された施設で

ございます。建築後は１０年前後、高野縫製

工場として地元の方が使用されておられまし

たが、工場閉鎖後はふれあい交流センターの

倉庫として現在使用しております。

次に、第２町民体育館でございますが、ご

存じのとおり若桜小学校の体育館として建築

され、平成２２年度に耐震補強工事を施工し、

その後、若桜小学校の廃校に伴い、学校施設

から社会教育施設として、現在、体育館とし

て使用しております。利用状況はスポーツ教

室の開催、町内イベントやスポーツ大会での

利用が主なもので、平成２８年度は２,５３２

人、平成２９年度は２,４５９人、平成３０年

度は２月末現在の数字でございますが７４４

人の方にご利用していただいております。

次に、旧米分校でございますが、児童の

減少に伴い、地元の方と協議を行い、平成２

１年度から休校にしておりましたが、その間、

主に選挙の投票所、災害の避難所として使わ

れてきました。

しかし、地元の方もりっぱな建物を使用し

ないでいるのはどうかという思いでおられ、

役員会で協議され、廃校にして新たな活用方

法を検討したほうがいいという結論を出され

ました。それを受けまして、平成３０年１２

月定例会でご審議いただき、廃校にすること



になったわけでございますが、現在、全国的

に少子化による学校施設の統廃合が進み、廃

校となった学校がふえております。

そのような中で、地方では地域が元気にな

る、地域の活性化につながるよう、廃校とな

った学校施設を有効活用するという動きが出

てきております。

米分校もりっぱな施設でございますので、

何とか有効活用しなければなりませんが、今

後の活用方法につきましては、地元の方の思

い入れのある施設でもございますので、まず

は、地元の方が充分に協議をされ、役場と一

緒になって今後の活用策を検討してまいりた

いと思っておるところでございます。

旧池田小学校の校舎と体育館につきまして

は、平成２５年８月１日から平成３５年３月

３１日まで、岡山県真庭市に本社をおくアロ

イ工業株式会社と賃貸借契約を締結しており

ます。

使用状況としましては、照明装置等の製造

及び人材研修や研究開発施設として貸し付け

ておりますが、リチウム電池事業の業績不振

により、現在は主に在庫の保管場所として使

用されていると聞いております。

賃料等は契約どおりいただいておりますが、

大切な町の財産ですので、先月岡山の本社に

赴き、今後の活用の見通しと施設の適切な維

持管理について協議したところでございます。

その中で、体育館は現在使用していないこと

から、地元の利用や避難所機能もあるため、

契約から外す方向で調整しているところでご

ざいます。

引き続きアロイ工業から経営状況を適宜聞

き取りしながら、有効に活用してもらえるよ

う意見交換をしていきたいと思っております

し、場合によっては、やはり契約の見直しも

検討してまいりたいというふうに思っておる

ところでございます。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

１個ずつ丁寧に答弁していただきましたが、

じゃ、最後のほうから、旧池田小学校の体育

館の件につきまして、アロイ工業との契約が

あって、その使ってない所を契約の変更をす

るということです。それで、当初予算のほう

でも人工芝をということで聞いて、町民の方、

池田地区の方が中心ですけど、の方に使って

もらうというような提案がなされております

けど、町長、その辺のＰＲなり、詳しいこと

を教えていただければと思いますけど、

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

前住議員からのご質問でございますけども、

アロイ工業と契約締結しておりました体育館

の部分につきましては、町の方に今返済をし

ていただくということで、体育館の中に人工

芝の方を敷かせていただきまして、これ固定

式ではございません、可動式のものでござい

ますけども。

特に若桜町雨の日、雪の日大変多ございま

す。その中で、健康づくりのために活用をし

ていただきたい、高齢者の皆さんがそこに集

っていただいて、健康体操をしていただいた

り、グランドゴルフができる環境整備をして

おります。また、あわせまして、子どもさん

もその中で外遊びができるような形で、親子

そろって一緒に雨の日雪の日でも遊べるよう

な場所としていきたいということで、場所は

池田小学校でございますけど、全町民の皆さ

んにぜひ使っていただきたいというふうに思

っておるところでございます。

議長（川上守）

前住孝行議員。



議員（前住孝行）

予算審査の中でもちょっと言わせていただ

いておるんですけど、本当にその発想として

はとてもいいことかなというふうに思って、

ぜひともやっていただければいいんですけど、

その運用の仕方っていうのをしっかり詰めて

いただいて、誰がその管理をしてやるのか、

にぎわい創出課から出ていたので、ちょっと

違和感はすごい感じてはいたんですけど、ア

ロイ工業の方が受付してくれるのかなと思っ

たり、その辺も踏まえて、皆さんが使いやす

いような運用の仕方を考えていただけたらと

いうふうに思います。

また、あわせてそこに行くまでの除雪の体

制も必要でしょうし、それはできているんか

もしれません。それはまた各課にわたること

になるんかもしれませんけど、よろしくお願

いします。

それで、また、防災の拠点というか、避難

所になっております第２町体ですけど、今時

点では本当に何もない状況で避難しても、毛

布とかはあったとしても情報としてなかなか

何も得ることが難しいというような状況もあ

るということですが、何かＩＰ電話等もつけ

るような話もあったんですけど、そのあたり

についてはどうでしょうか。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

先ほどのご質問でございますけども、やは

り防災施設として活用する上で必要なものに

つきましては、新年度の予算で措置させてい

ただきたいというふうに思っております。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

それぞれのこと言いだしたらもうあれなの

でやめますが。２番目に移ります。

そうやって、さまざまな施設っていうのが

もうちょっと活用できたらなというふうに考

えるものでありまして、その活用策の検討委

員会っていうのを発足してはというふうに考

えております。これからもいろいろな新しい

施設等々つくるような段取りにはなっている

んですけど、既存のものを生かすっていうこ

ともあわせやってほしいという思いでこの質

問をさせていただいておりますが、町長どう

でしょうか。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

活用策検討会の発足をしてはどうかと考え

るが、どうかというご質問でございますが、

遊休施設を有効活用することは、私も本当に

重要なことであるというふうに思っておりま

す。

しかし、それぞれの施設には建てた経過や

目的、そして地元の方の思い出など、さまざ

まな要因がございます。前住議員が言われる

ように活用策検討会を発足して検討すること

も１つの方策だと思いますが、先ほども述べ

ましたが、それぞれの施設には、建てた経過

や目的、地元の方の思い入れなどがございま

すので、まずは、地元の方の意見や考え方を

尊重していくことが重要であり、対外的な検

討会を設置して検討していこうということは、

今のところはまだ考えておりません。

ただし、地元の方が中心となってそれぞれ

の施設についての検討会を立ち上げることに

ついては、町のほうもぜひ参画させていただ

きたいと思いますし、一緒になって考えてい

きたいというふうに思っておるところでござ

います。



議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

そういった地元の方の思いを優先にという

ことでありますけども、やっぱり町としても、

やっぱり持っているのは町なので、ある程度

考えて投げかけるような、地元の方にこうこ

うしようと思うんだけど、どうだろうなとい

うような投げかけのことも必要だとは思うん

です。

そうやって、地元の方との協議が進んでい

けば、よりいいものになるんかなというふう

に思いますので、もう、地元の方に投げてし

まうと、今度は向こうのほうから町はどう考

えておるんだみたいなことにもなってくるん

かなと思ったりもしますので、お互いがこん

なんはどうだろうな、こんなんはどうだろう

なみたいな話をできたらなというふうに思い

ますので、よろしくお願いします。

では、もう昼も過ぎてしまいました。議員

の議席をいただいてからもはや１０年目の節

目の年度が始まります、私自身は。

それで、４月の３０日には天皇陛下が退位

され、皇太子様が５月１日に即位されるとい

う改元の年度で、平成最後の若桜町議会の一

般質問となりました。

世の中にも新しい風が吹き、新しい希望を

期待できる雰囲気が感じられます。若桜町に

おいても、新しい発想でスタートされる事業

も多くみられますが、町民の福祉向上のため、

未来を見据え子どもたちへ引き継ぐべく事業

の計画、執行、評価、見直しを期待して、一

般質問を終わります。

ありがとうございました。

議長（川上守）

これで一般質問を終結します。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会いたします。

ご苦労さまでした。

   午前１２時１６分  散 会


